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理工学研究科教育方針 

 

1. 教育研究上の目的 

《修士課程》 

大学院修士課程では、専門分野におけるプロフェッショナルとしての知識と意識を持ち、社会の新し

い側面に対応し、それを即戦力として活用し社会貢献できる能力を有する開発技術者・研究者の育成を

目指しています。このような人材には、高度な専門知識に裏付けられた、問題発掘能力、定量的に問題

を解決する能力が求められます。これらの能力が養われるように、大学院修士課程では、国際的に通用

する幅広い見識と柔軟思考を両輪とする教育研究が展開されています。 

 

＜電気電子情報工学専攻＞ 

今日、電気系の技術を抜きにして高度で豊かな社会システムの構築を行うことは不可能です。電気電

子情報工学専攻では、産業基盤としての電気・電子・情報・通信関連技術に対する要求に応えることを

目的とし、① 高度な専門知識修得と応用力養成、② 問題の発見・解決能力の開発・養成、③ プレ

ゼンテーション・コミュニケーション能力の養成、④ 協調性・倫理観の養成、を主な教育目標に定め、

優れた専門技術者・研究者を育成することを目指しています。 

本専攻は上記の目標達成のために、電気・情報系の学問・技術領域を広くカバーし、そのほとんどの

課題・問題に対応できる体制になっています。また、将来の進展が予測される斬新かつオリジナルなテ

ーマにも即応できるようになっています。 

具体的には、本学の電気系学科が一体となって専攻を形成し、学部・学科を超えた大学院教育を実現

しています。さらに、教育研究指導を、(1) 材料・デバイス、(2) 回路・制御、(3) 電力・エネル

ギー、(4) 通信、(5) 情報、(6)情報科学、(7) ロボティクス・メカトロニクス、(8)バイオ・生体、

の8つの専門分野に分け、学生の希望に沿える教育研究体制とします。 

 

＜材料工学専攻＞ 

材料工学専攻は、社会のニーズに応えるため、問題の本質を掌握する能力、問題を解決するための研

究手法を考え出す能力、そして専門知識を実際の開発に活用できる能力を有する技術開発者及び研究者

の育成を目指します。物質を科学的にとらえ、量子力学や電子論を積極的に導入し、従来の材料区分を

超越した、すべての物質創製に対する新たな科学的視点に基づく学問の構築、すなわち新物質創製及び

新物性探索を研究の主テーマとしています。また、このような目標を達成するため、新たに、学部と大

学院を連動させた３コース体制、すなわち超電導物質に代表される高機能材料科学、宇宙環境に代表さ

れる極限環境を利用した物質創製研究、及び我が国の21世紀における最重点４分野の一つとなる、ナノ

テク・材料と分子デバイス材料科学で教育研究を行います。 
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＜応用化学専攻＞ 

科学と技術の発達は豊かな物質文明を与えてくれた反面、地球温暖化、生態環境の汚染など負の結果

ももたらしました。化学工業においても、高機能であると同時に製造・使用・廃棄過程で環境に負荷を

与えない物質や材料、環境に排出された汚染物質の除去や希少物質の回収を可能にする技術の開発が求

められています。また化石燃料に替わる再生可能エネルギーの製造、利用技術の開発も重要になってい

ます。応用化学専攻では化学に対する深い理解のみならず、高度な学識と技術、幅広い教養、柔軟で適

切な問題解決能力を身に付け、上記社会の要求に応えられる研究者や技術者を養成し、国際社会に輩出

することを目的としています。 

 

＜機械工学専攻＞ 

機械工学は、「モノづくり」を通じて、人類の生活とそれを取り巻く地球環境を未来永劫維持できる

ような社会を築くための基盤となる工学分野です。機械工学専攻では、そのための環境、安全、安心、

利便性などの社会ニーズに関連して、多彩な専門知識を柔軟に適用し、グローバルな視点から物事を捉

えてさまざまな影響を考慮した複合的な考察力をもとに判断できる能力を育成し、さらに、新しい分野

を切り拓くチャレンジ精神と実践能力を身に付けることを目標としています。 

機械工学専攻では９部門に分かれて研究指導コースが用意されており、各々基盤的な分野でのミクロ

な技術に関する研究から複合的な応用技術、システム技術に関するマクロな技術の分野まで幅広い研究

教育が実践されています。また分野も、地球自身が研究対象となる材料・構造力学、流体、熱・エネル

ギーなどの機械工学のベースから、人間と地球に優しい工学の分野としてロボット、自動車、新エネル

ギーシステム、福祉工学、さらにバイオ関連や医療工学、デザイン工学などの複合的なモノづくりに関

するシステム技術までをカバーしています。これらの研究を学び、専門知識を有するだけでなく、技術

者倫理のもとに自ら問題設定ができ、その解決へ向けて工学を実践することができる、グローバルな視

点で社会貢献できる能力を有する技術者を育成することを大きな目標としています。具体的なテーマの

課題解決プロセスを通じて、常に新しいものにチャレンジできる基盤技術力を身に付けられる教育プロ

グラムを組んでいます。 
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＜建設工学専攻＞ 

建設工学専攻ではディプロマポリシーに合致した修士を育成するため、①国土・都市・まちの生活空

間や社会基盤を建設・管理して、②良質な環境を持続させていくための技術や制度を修得し、③さらに

は高度な管理能力を身に付けることを目指して教育・研究を行います。本専攻は、工学部の土木工学科、

建築学科、建築工学科、システム理工学部の環境システム学科、及びデザイン工学部のデザイン工学科

建築・空間デザイン領域の合計５学科を基盤に構成され、社会が必要とする環境が大きく変わりつつあ

る中で、創造力を活かし、技術と社会の関係を強く意識した大学院生を育成することを教育目標としま

す。 

本専攻の教育・研究部門には、建築計画、建築設計、建築史、都市計画から成る「デザイン・プラン

ニング系」と、建築環境設備、建築構造、生産工学、社会基盤施設、地域・環境計画から成る「エンジ

ニアリング系」の２系統で編成をします。また、専門分野の高度化に応じた応用分野の講義の拡充及び

各研究室の枠を越えて、大学院生と教員が共同作業する演習(デザインワークショップとプランニング

ワークショップなど)、フランス、ロシア、イタリア、韓国など海外の提携校を含む他大学との交流プ

ロジェクトを毎年活発に行います。 

本専攻を修了した学生の進路としては、建設分野を中心とする、設計事務所、建設業、技術研究所、

コンサルタント、ディベロッパー、公務員に加えて、環境系シンクタンク、市民活動のNPO、コミュニ

ティ・ビジネスの起業などの新分野も視野に入れています。 

 

＜システム理工学専攻＞ 

現代社会の問題は、ひとつの専門分野の枠を越えています。その解決方法は、未来への確かな展望の

もと、環境問題、資源問題、あるいは伝統的文化や価値観などとの調和を基本に据えて、さまざまな技

術や科学的要素の関連づけにより総合的に形成されます。 

システム理工学専攻では、現代社会の問題を複数分野の科学技術、文化・価値観、社会・環境、技術

者倫理などを踏まえて柔軟に設定し、①必修科目、②研究指導・専修科目、③選択科目、④共通科目の

修得により得られた自身の核となる専門知識、領域を超えた背景知識とシステム思考を基本にして、複

数領域を横断した問題の発掘力と総合的問題解決力を有する研究者及びエンジニアの養成を目標とし

ています。 

 

＜国際理工学専攻＞ 

国際理工学専攻の教育目標は、高度な専門知識及び高度な教養を備え、さらにメタナショナル能力を

備えた理工学人材を育成することです。具体的には、国際理工学専攻では、以下の4つの能力を備えた

人材の育成を目標とし、地球規模課題の解決を他国の技術者・研究者と協働して行えるグローバルな技

術者・研究者の育成を行います。従って、国際理工学専攻の修了生の進路としては、日系もしくは外資

系企業での国際部門や海外現地工業技術者として、または、海外の研究者らと協働できる研究者として

活躍することを期待します。 

① 異文化を理解し、国際的な環境下で相互理解し、コミュニケーションできる能力 
② 問題を発見し、解決できる能力 
③ 自国の利点をよく理解し、グローバルな視点で行動できる能力 
④ 技術開発の社会的、経済的価値を理解し、創造できる能力 
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《博士（後期）課程》 

大学院博士（後期）課程では、研究者ポテンシャルの向上を目指して、大学院修士課程の修了者ある

いは社会の第一線で活躍している技術者を対象に、豊かな学識を有する専門技術者および研究者として

育成することを目的としています。学際的観点から自己の専門分野を深めることにより、ソフト・ハー

ド両面にわたって総合的な見地に立ち、システム全体の調和を図ることができる能力の獲得を目指して

います。さらに、産業界で活躍できる博士号取得者となることができるように、複眼的工学能力、技術

経営能力、メタナショナル能力を併せ持つシグマ型統合能力人材の育成を行っています。 

上記の人材養成を核とする大学院博士（後期）課程における教育研究は、大学の使命である研究推進

を担う中核としての役割も付与されています。 

 

＜地域環境システム専攻＞ 

都市のような限定された地域においては、人間の社会的、文化的活動が、そこでの生活環境に好まし

くない影響を及ぼすことが少なくありません。地域の持続的発展には、地域活動の活性化と、生活環境

の保全との調和が不可欠です。 

また、その実現には、電気電子・材料・化学・機械・建設工学など、幅広い分野にわたる課題に取り

組む必要があります。 

地域環境システム専攻は、自らの専門分野の研究を深めると同時に、技術が社会や自然に及ぼす影響

や効果を洞察し、異なる専門分野の研究者が互いの情報を交換することを通じて、地域環境におけるよ

り良い社会・文化・生活の基盤形成に寄与することを目的としています。その教育目標は、地域環境に

関する幅広い視野を持ち、高い専門性を活かして、この目的を達成できる人材の育成にあります。 

 

＜機能制御システム専攻＞ 

20世紀の日本は、効率性及び利便性を重視し、利益向上を求めてモノづくりに励んできました。結果

として環境破壊などの矛盾を抱えるに至りました。現在、これらの矛盾を解消しつつ、自動車、ロボッ

ト、エレクトロニクス、情報通信などの分野で、日本は世界をリードする技術を有しています。そして、

それらの技術は益々複雑化しています。今後のグローバル社会において、科学技術のリーダとして世界

に貢献するには、対象を深く解析し理解する能力に加えて、複雑化する技術の全体像を掌握し、システ

ム全体の調和を図ることの出来る高い設計能力と技術経営能力が必須となります。 

例えば、東日本大震災直後に起きた原発事故では、社会における技術のマネジメント、実装と運用ま

で含めた社会における技術の利用に関するシステム化技術の重要性が再認識されるなど、再度実学教育

を考え直す時期に来ています。これは同時に、世界的な価値観を身に付け、国際的に活躍できる研究者・

技術者の育成が求められていることも意味しています。機能制御システム専攻では以上の背景の下に、

グローバルな価値観を持ち、科学の真理を把握した上で実学に活かすことのできる優秀な研究者・技術

者を養成するための教育研究を行うことを目的としています。本専攻は、通信機能制御、機能デバイス

制御、システム制御、生命機能制御など、多くの教育研究分野を有し、学際的な教育研究を展開します。

それにより、指導者の分野のみの教育研究に特化することなく、専攻全体が多様性をベースとした関連

性を意識し積極的に連携しつつ、技術マネジメント基礎力や技術英語力、共通した価値観・倫理観など

を兼ね備えた研究者・技術者の養成を目指しています。 
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2. カリキュラムポリシー 

《修士課程》 

研究開発を遂行するために必要となる問題発掘力と定量的問題解決力を持った人材育成のために、大

学院修士課程のカリキュラムは、測定や加工等の実験能力や技術システムを総合化できる能力などを実

践的に獲得していくように編成されています。さらに、技術と環境・経済・文化との関係にも配慮でき、

国際的な幅広い見識を持った人材を育てることにも念頭に置いたカリキュラムとなっています。 

上記のポリシーを実現するために、大学院修士課程のカリキュラムは、授業科目と研究指導科目の２

種類から成ります。授業科目で専門知識を深め、研究指導科目で問題発掘・解決能力を実践的に養いま

す。指導教員の授業科目は専修科目とし、履修を義務づけています。専攻の垣根を越えて行うアクティ

ブ・ラーニング科目を共通科目として用意するとともに、教育職員専修免許状取得のための教職科目も

共通科目として用意しています。 

 

＜電気電子情報工学専攻＞ 

本学の教育目的（建学の精神）である、「社会に学び、社会に貢献する技術者の育成」に基づき、教

育目標として、「総合的問題解決能力を備えた世界に貢献できる技術者育成」を掲げています。この教

育目標を達成するための体系的カリキュラムと組織でのPDCAサイクルのために、2年間の体系的・組織

的なアクティブ・ラーニング改革、学修成果の可視化と学生の学修時間のPDCAサイクルによる保証、教

育改革の推進体制の強化、教職学協働による学修の保証、を遂行しています。電気電子情報工学専攻の

求める人物像は、電気・電子・情報・通信関連の研究開発や生産に従事する技術者として将来活躍する

ことを希求する人です。また、育成する人材像は、高度な電気・電子・情報・通信システムの構築に従

事する技術者です。 

本専攻は、上記の目標達成のために、教育研究指導を、(1)材料・デバイス、(2)回路・制御、(3)電

力・エネルギー、(4)通信、(5)情報、(6)情報科学、(7)ロボティクス・メカトロニクス、(8)バイオ・

生体、に分け、学生の希望に沿える教育研究体制としています。さらに、それぞれの分野の履修モデル

を提供しています。このモデルを参照して、指導教員の担当する科目（専修科目）、研究指導（演習・

実験）や、その他の授業科目を履修し、修了に必要な30単位を取得することで、研究の準備・実行が可

能となっています。 

教育目標に対する学生の学修成果は、次のように評価しています。 

①「高度な専門知識修得と応用力養成」については、主に、授業科目のレポートや試験で評価します。

②「問題の発見・解決能力の開発・養成」、③「プレゼンテーション・コミュニケーション能力の養成」、

④「協調性・倫理観の養成」は、主に、研究指導（演習・実験）を通じて評価します。さらに、それら

の総合的な能力を評価するために、内外の学会、会議などでの対外発表も修了要件の一つとしています。 

 

＜材料工学専攻＞ 

材料工学専攻のカリキュラムは、学部教育のカリキュラムの延長上に位置づけられ、より高度な材料

工学に関する知識や経験を修得できるように工夫されています。材料専攻の学生は、材料の物理や化学

に関する基礎的な視点や材料工学の応用に係る理論等について解説する講義と、演習やプレゼンテーシ

ョンを中心とした講義を選択して受講し、自らの研究分野に関連した知識を深めることができます。ま

た、修士論文の研究においては、研究を発案・実行し、その成果を学会等で発表することで、工学の技

術者・研究者としての経験や視野の広さを身につけることができます。 
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＜応用化学専攻＞ 

専門とする化学分野に対する理解を深めると共に、関連する他の化学分野の基礎知識や先端技術も幅

広く理解する力を養うために、応用化学専攻では講義科目として44科目（うち12科目は英語による講義）

を開設しています。これら講義科目群から専修科目を含み18単位以上を修得することにより、有機化学、

無機化学、物理化学、分析化学など基幹となる専門知識に加え、生命科学、化学工学などの学際領域に

かかわる知識を取得できるように配慮されたカリキュラムになっています。問題発見・解決能力を実践

的に養うために、特別演習、特別実験など研究指導科目が用意されています。単位を取得した後の課程

後半では、専門技能の錬成に専念して、修士論文を完成させることができます。 

 

＜機械工学専攻＞ 

機械工学専攻では、次の方針に沿って教育を行う。 

(1) 社会のニーズを的確に捉え、問題設定ができる能力を身につける。 

(2) 問題解決において専門知識を適切に利用できる能力を身につける。 

(3) 物事を様々な角度から捉え複眼的に考察する姿勢を身につける。 

(4) グローバルな視点から問題解決に取り組む姿勢を身につける。 

(5) 新しい分野に挑戦する意欲的姿勢、豊かな教養と高い倫理観を身につける。 

 

＜建設工学専攻＞ 

ディプロマポリシーおよび教育研究上の目的に沿って、建設工学専攻では以下のような能力を習得さ

せることを目標にカリキュラムを設計しています。 

 

A) 建設工学が対象とする建築物や土木構造物、自然、社会からなる総合システムを自然科学と社会 

科学に基づいて扱うことができる。 

B) 国土、都市やまち、建築などの背景となる歴史、風土、習慣、芸術や国際情勢などの知識を習得 

し、将来に続く豊かな人間文化の創造に役立たせることができる。 

C) 人と環境の関係の正しい理解のもと、都市・建築・土木を取り巻く種々の環境要因を的確に分析 

し、持続可能な社会づくりと新しい都市・建築・土木環境システムの実現に貢献することができる。 

D) 専門とする分野の専門知識を体系的に習得し、問題解決に応用することができる。 

E) 人や社会が満足できる国土、都市、まち、建築を実現するために、条件や課題を発見・整理・分 

析し、合理的な解決方法を示すことができる。 

F) 建設技術の基礎的な数理的知識を応用して、建築・土木の科学的な側面を高度に把握することが 

できる。 

G) 記述や討議、プレゼンテーションなどを通して、自らの意見を他者に論理的に伝え、さらに、高 

度な議論ができる。 

H) PBLの実践を通して他者理解や他者と協働した課題への取り組み方を身につけ、グローバル化に対 

応した社会貢献ができる。 

I) 建築物や土木構造物が人、社会、環境に及ぼす影響を考え、建築・土木に携わる責任と役割を理 

解し、技術者倫理を遵守することができる。 
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＜システム理工学専攻＞ 

教育研究上の目的を達成するために、以下の教育研究を実施します。 

(1) 必修科目の学修により、総合的問題解決を図る「システム思考」、目的達成のための機能をデザ 

インする「システム手法」、問題解決の人・知識・技術を統合する「システムマネジメント」を、 

シンセシス(統合的な思想)主導による領域横断型の教育研究を通じて修得させます。また、この 

科目は、分野混成プロジェクトによる特別演習を伴い、その演習を通じてコミュニケーション力 

やリーダシップ力を身に付けさせます。 

(2) 機械・制御、電子・情報、社会・環境、生命科学、数理科学の5分野から、自身の専門的知識の 

核となる分野である研究指導・専修科目を定め、その分野に対する専門的問題解決力の修得を実 

現します。 

(3) 研究指導科目への取り組みを通じて、各自が設定したテーマを解明し総合的解決策を導き出す 

能力を修得するとともに、修士論文の作成を通じて習得した知識の体系化能力を身に付けさせま 

す。 

(4) すべての分野に対して、自身が必要とする知識を選択科目として履修、修得することを可能に 

します。この結果、領域を超えた背景知識が得られます。 

(5) 共通科目の学修を通じて、コミュニケーション力を身につけるとともに、個々の科学技術を総 

合して問題解決を実行するための人間力の修得、社会に貢献するエンジニアとしての技術倫理観 

を身に付けさせます。 

 

＜国際理工学専攻＞ 

国際理工学専攻ではディプロマポリシーに述べたような技術者及び研究者を育成するため、多くの高

度な技術に関わる科目は実験、演習やセミナーと共に企画され、提供されます。その上、自立していて、

グローバルな視野を持ち、クリティカルシンキングができる人材を育成するため、多種類の高度な文系

の共通科目も提供されます。全ての科目及びプロジェクトや論文の案内は英語で提供されます。 
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《博士（後期）課程》 

大学院博士（後期）課程では、学生個々の専攻分野を掘り下げて研究できるように研究指導科目と特

論科目が用意されています。研究指導科目については、複数の指導教員が担当することで、視野狭窄を

防ぐとともに、境界・融合領域への進出を容易にしています。特論科目は、指導教員が開講する必修科

目で、既存知識の整理と新知識の獲得を目的としています。 

シグマ型統合能力人材の育成のためには、副専攻プログラムを用意しています。 

 

＜地域環境システム専攻＞ 

地域環境システム専攻（本専攻）のカリキュラムは、電気電子・材料・化学・機械・建設工学など、

幅広い分野を通し、地域活動の活性化と生活環境の保全との調和を実現する人材育成のための構成とな

っています。したがって、多くの分野における研究指導および科目が設定されています。このように、

広範な分野ごとのカリキュラムが専門分野の研究を深める基盤になっていますが、技術と社会や自然、

環境との関わりを含め、異分野交流や境界・融合領域への誘導を促し、社会、文化、生活の高度化、清

浄化、正常化、信頼性、安全性に寄与できる知識の習得にも対応しています。 

さらに、専門知識の蓄積だけではなく、知識の活用能力の向上を図ること、本専攻は大学院理工学研

究科博士（後期）課程の学生が学ぶ場であり学位（博士）取得が目的であることを考慮し、高い専門性

の習得、幅広い知識・見識を得ること、コミュニケーション能力の向上、多くの研究成果を適性に公表

する能力を身につける学習場となることが本専攻のカリキュラムの基本方針です。 

 

＜機能制御システム専攻＞ 

機能制御システム専攻ではグローバルな価値観を持ち、科学の真理を把握した上で実学に活かすこと

のできる優秀な研究者・技術者を養成するための教育研究を行うことを目的としています。特に、通信

機能制御、機能デバイス制御、システム制御、生命機能制御など多くの分野にわたる本専攻の特徴を生

かし、指導者の分野のみに限られた教育研究を行うのではなく、専攻全体が多様性をベースとした関連

性を意識したカリキュラムを組んでいます。また、近年の教育研究のグローバル化を鑑み、技術英語力

の養成とともに教育研究成果の英文での発表能力の向上等、国際的に活躍できる研究者・技術者の養成

を目指しています。 
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3. ディプロマポリシー 

 

【大学院理工学研究科修士課程ディプロマポリシー】 

大学院理工学研究科修士課程では、専門家としてのプロ意識を持ち、社会の新しい側面に対応し社会

貢献できる能力を有する人材を育成することを教育目的としています。修士課程における教育は、専門

分野の研究開発技術者の育成を目指して、高度な専門知識と研究開発能力、問題発掘能力、定量的に問

題を解決する能力、測定や試作を通して実証する能力、技術を総合化システム化する能力、技術と環境・

経済・文化との関係にも配慮できる柔軟な思考能力と幅広い見識の獲得を目指しています。 

修士課程に所定の期間在籍し、学則上の修了要件を満たした者が、修士課程における講義科目の履修

と修士論文作成を通して、上記の目的が達成されたと判定されるときには、芝浦工業大学は修士の学位

を授与します。 

 

＜電気電子情報工学専攻＞ 

ますますICT化する社会からのニーズ、グリーンITに象徴される地球環境を考えるグローバルな視点

に立った技術者、研究者への要請に応えるべく、本専攻身に付けた専門知識・技術を活用し、直面する

問題の本質を見抜き、的確な解決策を見出し、具体的な実現を図れるまでの、高い能力を有する人材を

育成することを目標とし、以下の項目について修得することを求めます。 

（１） 電気・電子・情報・通信工学に関する専門分野の高度な知識を幅広く、また実際的な適用を 

考慮したより深い専門的技術を身に付ける。 

（２） 研究を進める中で、問題点・課題を的確に抽出する問題発見、開拓能力や問題の具体的な解 

決方法を見出し、その最適性を評価できる問題解決能力を有すること。 

（３） 上記知識、技術や問題発見、解決能力を用いて、実社会の具体的な課題や問題に対して、的 

確に活用、応用できる能力を有すること。 

（４） 高い技術者の倫理観を持ち、積極的に難易度の高い課題に取り組み、柔軟な発想、思考に基 

づき、研究成果を総合的にまとめる能力を有すること。 

 

【学位審査基準】 

次の基準を満たした人に修士（工学）の学位を授与します。 

・研究指導を受けた上、修士論文を作成・提出し審査に合格すること 

なお、修士論文合格の判定基準は以下の通りです。 

「提出された修士論文について、学会において１件以上の発表*を実施した内容が盛り込まれている、

もしくは同等の成果**が盛り込まれていること」 

 *  ：学会の大会・研究会、国際会議における発表、学会論文誌における論文、レターの掲載等 

** ：特許等学会以外での成果、もしくは上記学会での発表・掲載に相当する内容 

 

＜材料工学専攻＞ 

材料は常に人間社会において重要な役割を果たしてきました。今後も、社会基盤技術として材料の重

要性は増しています。さらに、最近の先端科学分野の発展とともに、材料工学分野は多様化しており、

環境に負荷を与えずに、いかに材料を高機能化していくかということが大きな課題となっています。こ

のような社会のニーズ、社会的な背景に対応し、問題の本質を掌握する能力、問題を解決するための研
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究手法を考え出す能力、そして専門知識を実際の開発に活用できる能力を有する技術開発者及び研究者

の育成を目指します。このような教育・人材養成目標を掲げ、修士課程修了までに次の項目の修得を求

めます。 

（１） 材料工学の高度な知識・技術を学び、広い領域の課題を探求する姿勢のもと、問題点を適切 

に抽出し、問題発掘能力を身に付ける。 

（２） 高度な材料科学を体系的に理解し、問題・課題を解決する能力として測定や加工などの研究 

手法に関する実験能力を向上する。 

（３） 社会的問題に対し材料工学の先進的な視野をもって解決手法を見出し、幅広い見識と専門的 

な知識を実社会に活用できる能力を身に付ける。 

（４） 先端技術と社会、環境との関わりを理解し、総合的な材料工学の貢献と柔軟な思考を含む倫 

理的な発想を身に付ける。 

 

【学位審査基準】 

 材料工学専攻の教育理念、人材養成目標から、次の基準を満たした人に修士（工学）の学位を授与し

ます。 

・研究指導を受けた上、修士論文を作成・提出し審査に合格する。 

なお、修士論文の合格の判定基準は、以下のとおりです。 

（１） 研究指導を通し得られた成果を修士論文一報としてまとめ、修士（工学）の水準を充分に満

たしていることが認められること。 

（２） 学会、協会など学術的活動社会において、修士論文の内容・成果を1回以上の発表によって

社会に発信する。 

 

＜応用化学専攻＞ 

応用化学専攻の研究は分析化学、有機化学、無機化学、物理化学の基幹領域とし、生物科学、化学工

学などの学際領域を含んでいます。これら研究領域に係る講義やセミナー研究活動を通して専門とする

化学分野に対する理解を深めると共に、関連する他の化学分野の基礎知識や先端技術も幅広く理解する

力を養います。応用化学専攻は修士課程修了までに以下の能力の修得を求めます。 

１．与えられた研究課題を正確に理解した上で、必要な情報を収集し、課題解決のための計画を策定で

きる能力 

２．研究計画に基づき実験を行い、得られた結果を適切に解釈する能力 

３．研究成果を口頭発表や論文として発表し、討論できる能力および修士論文としてまとめる能力 

４．自らの研究課題の社会的意義を適切に発信する日本語力、および情報を正確に発信あるいは受信で

きる英語の基礎能力 

 

【学位審査基準】 

次の基準を満たした人に修士（工学）の学位を授与します。 

１．指導教員の指導のもとで修士研究を行い、修士論文を作成して大学院に提出する。 

２．修士論文自体およびその口頭発表において、主査および副査から60％以上の得点を得る。 

 

＜機械工学専攻＞ 

機械工学専攻では、専門科目教育・研究指導を通じ、専門知識を有するだけでなく、技術者倫理を意
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識し、自ら問題設定ができ、その解決へ向けて工学を実践し、グローバルな視点で社会貢献できる能力

を有する技術者を育成することを大きな目標としています。 具体的なテーマの課題解決プロセスを通

じて、常に新しいものにチャレンジできる基盤技術力を身につけられる教育プログラムを組んでいます。 

その目標達成のための修了要件を具体的に次のように定めています。 

（１）専門知識・理解 

当該の専門分野の研究者、技術者と科学・技術に関する議論を行えること、および、理解を深 

めあえること。 

（２）問題設定・問題解決能力 

研究を進める際に、的確に問題設定をできる洞察力を有し、問題解決をする論理的思考力を有 

すると認められること。 

（３）意欲・実践能力 

研究を進める際に、積極的に困難な課題解決へ向かうチャレンジ精神を発揮し、かつ的確に実 

践する能力を有していると認められること。 

（４）総合力 

研究成果として、独自性の高い学術知見を的確にまとめていること。 

 

【学位審査基準】 

次の基準を満たした人に修士（工学）の学位を授与します。 

・指導教員が担当する授業科目２単位と他の授業科目16単位以上を取得し、指導教員による研究指導

（特別演習・特別実験の12単位）を受けること。 

・修士論文を提出し、その審査に合格すること。 

 その判定基準は、新規性、有用性、普遍性、工学的論旨、総合完成度の観点で評価を行い、100点

満点中60点以上を取得することとする。 

 

＜建設工学専攻＞ 

建設工学専攻では、国土・都市・まちの生活空間や社会基盤を建設・管理して、良質な環境を持続さ

せていくための技術や制度を修得し、さらには高度な管理能力を身に付けることを目標に修士課程修了

までに次の項目の習得を求めます。 

（１）高度な専門知識と研究開発能力、問題発掘能力、定量的に問題を解決する能力 

（２）測定や加工等の実験能力、技術システムを総合化できる能力 

（３）技術と環境・経済・文化との関係にも配慮できる柔軟な思考能力と幅広い見識の獲得 

 

【学位審査基準】 

次の基準を満たした人に修士（工学）の学位を授与します。 

・中間審査を所定の期日までに完了し、かつ修士論文および発表において、主査・副査は60％以上 

の得点を合とし、主査１名、副査１名以上が合であること。 

 

＜システム理工学専攻＞ 

システム理工学専攻では、現代社会の問題を複数分野の科学技術、文化・価値観、社会・環境、技術

者倫理などを踏まえて柔軟に設定し、自身の核となる専門知識、領域を超えた背景知識とシステム思考

を基本にして、複数領域を横断した問題の発掘力と総合的問題解決力の獲得を目標にしています。 
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修士課程に所定の期間在籍した者が、修士課程における必修科目、研究指導・専修科目、選択科目、

共通科目の履修と修士論文作成を通して、上記の目標が達成されたと判定されるときに、芝浦工業大学

は修士の学位、修士（システム理工学）を授与します。 

その目標達成のための修了要件を具体的に次のように定めています。 

（１） 専攻必修科目の学修により、社会の問題解決に必要なシステム思考、システム工学の理論と

手法、デザイン論、システムマネジメント技術を修得すること。 

（２） 専攻必修科目の特別演習を通じて、分野混成プロジェクトを成功させるためのコミュニケー

ション力やリーダシップ力を身に付けること。 

（３） 専修科目と選択科目の学修により、専門的知識と体験を深めることにより専門的問題解決力

を修得すること。 

（４） 多分野の技術について学修することにより、領域を超えた背景知識を獲得し、自身の核とな

る専門分野の知識と組み合わせて、社会で的確に活用できる能力を有していること。 

（５） 研究指導科目への取り組みを通じて、各自が設定した研究テーマを解明し、総合的解決策を

導き出す能力を修得するとともに、修士論文の作成を通じて習得した知識の体系化能力を身

につけること。 

（６） 共通科目の学修を通して、コミュニケーション力を身につけるとともに、個々の科学技術を

総合して問題解決のための人間力を修得すること。また、社会に貢献するエンジニアとして

の技術倫理観を修得すること。 

 

【学位審査基準】 

次の基準を満たした人に修士（システム理工学）の学位を授与します。修士学位審査基準は、次のよ

うに定めています。 

・研究指導を受けた上、修士論文を作成・提出し審査に合格すること。 

修士論文合格の判定基準は、「提出された修士論文について、１件以上の学会発表*を実施した内容

が盛り込まれている、または領域横断型研究の成果である、もしくは学会での発表と同等の成果**が

盛り込まれていること」とする。 

*  ：学会発表とは、学会の講演会・大会・研究会・シンポジウム、国際会議における発表、学会論文

誌における論文、レターの掲載等 

** ：学会発表と同等の成果とは、特許等学会以外での成果、学会での発表・掲載に相当する内容 

 

＜国際理工学専攻＞ 

国際理工学専攻では、地球の様々の文化の人々と積極的に接し、先端技術の能力を持ち、自立してい

る技術者及び研究者の育成を目標にしています。下記の条件が満たされたと判定されたときに、芝浦工

業大学は国際理工学専攻の修士の学位を授与します。 

 

（１）必要とされる期間の勉強を修了し、専門科目及び研究指導を含む 30 単位以上を取得すること 
（２）コア科目、研究指導が提供する科目及び少なくとも一つの大学院の共通科目を履修すること 
（３）日本人学生の場合海外プロジェクト研究、留学生の場合日本においてのインターンシップを修了

すること 
（４）修士論文および発表を合格すること（発表、準備などは英語で行われる） 
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【学位審査基準】 

次の基準を満たした人に修士（理工学）の学位を授与します。修士学位審査基準は、次のように定め

ています。 

・研究指導を受けた上、修士論文を作成・提出し審査に合格すること。 

・修士論文及び発表において、主査、副査の評価点が満点の60点以上であることをもって合格とする。 
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《博士（後期）課程》 

大学院理工学研究科博士（後期）課程では、大学の使命である研究推進と研究者ポテンシャルの向上

を目指して、大学院修士課程の修了者あるいは社会の第一線で活躍している技術者を対象に、豊かな学

識を有する専門技術者および研究者を養成することを目的としています。博士（後期）課程における教

育は、学際的観点から自己の専門分野を深めるとともに、ソフト・ハード両面にわたって総合的な見地

に立ち、システム全体の調和を図ることができる能力の獲得を目指しています。さらに、副専攻プログ

ラムの履修を通して、複眼的工学能力、技術経営能力、メタナショナル能力を併せ持つシグマ型統合能

力人材の育成を目指しています。 

 

【課程修了による博士号（課程博士）】 

博士（後期）課程に所定の期間在籍し、学則上の修了要件を満たした者が、博士（後期）課程におけ

る講義科目の履修と博士論文作成を通して、豊かな学識を有する専門技術者あるいは研究者として独り

立ちできる資質を備えるに至ったと判定されるときには、芝浦工業大学は博士（工学）あるいは博士（学

術）を授与します。 

 

【論文提出による博士号（論文博士）】 

博士（後期）課程に在学していない者で、大学卒業後に（修士課程修了者は修士課程在学期間を含め

て）5年以上の研究開発業務に従事した者、あるいはそれと同等の経歴を有すると理工学研究科委員会

が認めた者は、論文提出により博士の学位の授与を申請できます。学位授与申請を受けて、理工学研究

科では、申請者の学力及び提出論文の内容を審査します。その結果、申請者が博士（後期）課程修了者

と同等以上の学力および研究力を有し、かつ豊かな学識を有する専門技術者あるいは研究者として、す

でに独り立ちしていると判定されるときには、芝浦工業大学は博士（工学）あるいは博士（学術）を授

与します。 

 

＜地域環境システム専攻＞ 

地域環境システム専攻の教育目標は、地域環境に関する幅広い視野を持ち、高い専門性を活かして、

自らの考えを実現できる人材の育成にあります。本専攻において学位を取得するには、学位論文の提出

に加えて、本専攻の定める学位審査基準を満たすことが求められます。なお、学位審査基準は学位審査

において審査評価シートにより採点します。 

 

【学位審査基準】 

次の基準を満たした人に博士（工学又は学術）の学位を授与します。下記の項目について5段階評価

で採点し、60％以上の得点により合格とします。 

（１）専門性 

（２）広範な教養 

（３）業績 

（４）コミュニケーション能力 
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＜機能制御システム専攻＞ 

機能制御システム専攻では、グローバルな価値観を持ち、科学の真理を把握できる優秀な研究者・技

術者を養成するための教育研究を行うことを目的としています。本専攻は、通信機能制御、機能デバイ

ス制御、システム制御、生命機能制御など多分野にわたりますが、専攻分野を掘り下げるだけでなく、

技術マネジメント基礎力や技術英語力、共通した価値観・倫理観なども修めることを求めます。 

 

【学位審査基準】 

次の基準を満たした人に博士（工学又は学術）の学位を授与します。本専攻において学位を取得する

には、学位論文の提出に加えて、以下の基準を満たすことが求められます。 

１．課程博士の学位審査基準 

（１）在籍期間 

本研究科（博士）後期課程に３年以上在籍し、所定の研究指導を受けていること。ただし、優れた

研究業績を挙げた者については、１年以上在籍すればよいものとする。 

（２）研究業績 

①在籍期間中に学協会の審査のある学術論文誌に第一著者として投稿し、掲載された論文が原則とし

て２編以上あること。ただし、同論文２編のうち１編は、審査のある国際会議のプロシーディング

ス２編（第一著者）に替えることができるものとする。なお、第一著者ではないが筆頭貢献者であ

る場合には、主担当指導教員が当該学生の筆頭貢献者としての貢献度を示す書類を添付することで

これに代える。 

②論文誌掲載決定、国際会議発表決定のものは、それを証明する書類を添付すること。 

 

２．課程博士（社会人早期修了コース）の学位審査基準 

（１）在籍期間 

修業年限は１年間とする。ただし、１年で修了できなかった場合は、引き続き在学し、修業年限は

３年間とする。３年未満での修了も可能とする。 

（２）研究業績 

①学位論文の内容に関わる第一著者または第二著者の査読付き論文３編（掲載許可を含む）以上を有

すること。ただし、最低１編の第一著者の論文を含むことが必要である。なお、第一著者ではない

が筆頭貢献者である場合には、主担当指導教員が当該学生の筆頭貢献者としての貢献度を示す書類

を添付することでこれに代える。 

②在学中に発表者としての国際会議論文１編（査読無し可）以上を有すること。ただし、当該発表が

最終試験までに実施される、あるいは実施されたことを証明する書類が添付されていることが必要

である。なお、当該発表は在籍前に申し込んだものでも可とする。 

③論文誌掲載決定、国際会議発表決定のものは、それを証明する書類が添付されていることが必要で

ある。 

※社会人早期修了コースに出願できる者は、次に該当する一定の研究業績を有する社会人とする。 

（１）修士課程修了者で３年以上の業務経験を有する者。 

（２）論文（査読付き）を２編以上有する者。 
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３．論文博士の学位審査基準 

（１）大学を卒業後、研究開発業務を５年以上経験した者で、学協会の審査のある学術論文誌に第一著

者として投稿し、掲載された論文が５編以上あること。ただし、満期退学者が再入学しないで博

士の学位の授与申請を行うとき、審査が満期退学後２年以内に終了する場合に限り、研究業績に

関しては課程博士の審査基準を適用する。 

ただし、ダブルディグリー協定に基づく交換留学生に対しては、課程博士における研究業績に

ついての規定を学位審査基準として適用する。 

（２）論文誌掲載決定のものは、それを証明する書類を添付すること。 
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理工学研究科における特徴的な教育プログラム 

（1）ハイブリッド・ツイニングプログラム 

２００５年度より開始したハイブリッド・ツイニングプログラム (HBT)は、東南アジアのパートナー

大学と連携(ツイニング)し、修士課程と博士（後期）課程を複合(ハイブリッド)し実施する大学院国際

共同教育プログラムです。自国の大学からの研究をスムースに移行させるため、英語による教育指導を

実施しています。修士課程2年次から本学に編入し博士（後期）課程に進学する”The Master’s + Doctor’s 
Program”と、博士（後期）課程から入学する”The Doctor’s Program”の2つのコースがあります。 

 

<ハイブリッド・ツイニングプログラムの教育システム> 

The Master’s + 

Doctor’s Program 

学部 
大学院 

修士課程 博士（後期）課程 

パートナー大学 

1 2 1 2 3 

パート

ナー大学 
本学 本学 

 

 

The Doctor’s 

Program 

学部 
大学院 

修士課程 博士（後期）課程 

パートナー大学 

1 2 1 2 3 

パートナー大学 本学 

 

 

 

HBTにおけるパートナー大学は、ベトナムのハノイ理工科大学とホーチミン市工科大学、タイのキン

グモンクット工科大学トンブリ校とスラナリー工科大学、マレーシアのマレーシア工科大学、インドネ

シアのバンドン工科大学とガジャマダ大学の７校です。これらのパートナー大学とともに、2006年5月

South East Asian Technical University Consortium (SEATUC)を結成し、年に1回の国際シンポジウ

ム開催をはじめとし、メンバーによる包括的な交流事業の展開を進めています。国際シンポジウムでは

本学の日本人学生も参加して研究発表をしています。 

HBTの教育システムを使うことで、英語のみによる履修で修士を修了する学生の受け入れを2014年度

から始めました。また、HBTのために用意された英語科目はHBTの学生でなくても受講できます。 

 

（2）副専攻教育プログラム 

   副専攻教育プログラムは、本学の研究教育資源である「SIT総合研究所の先端的な工学研究センタ

ー群」「技術経営教育の先駆的実績を持つ専門職大学院」「アジアを中心に研究交流・留学生支援実

績のある国際交流センター」を有機的に結合させた人材育成教育プログラムで2009年度より実施し

ています。具体的には、次のようなカリキュラムを用意しています。 

・シグマ型統合能力人材の育成を目指した「国際技術経営工学」、「国際インターンシップ」、「先

端工学・技術経営融合型ワークショップ」、「インターナショナル・マーケティング」、「イノベ

ーション・マネジメント論」、「知的財産経営論」「プロジェクトマネジメント」。 

パートナー大学での教育 

本学での教育 
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・大学院レベルの研究論文作成やプレゼンテーションを行うための英語力を養う「Advanced 

Research Paper Writing & Presentation」。 

・「日本科学未来館」と連携し、科学の専門知識を学ぶ大学院生が、科学コミュニケーションの実

践を通じて市民の多様な「知」から、自身の研究および科学技術を社会に位置付けて考えるこ

とを目的としたボランティアインターンシップ「科学コミュニケーション学」。 

規定の単位（８単位）を取得した副専攻教育プログラム修了者には副専攻プログラム認定証書を

授与します。 

 

（3）東京海洋大学との単位互換 

   本学と東京海洋大学は、大学院の交流を図るため、2008年に連携事業に関する協定を締結しまし

た。連携事業の一つとして、2009年度から大学院授業の単位互換を実施しています。 

 

（4）工学マネジメント研究科との他専攻履修制度について 

   工学マネジメント研究科の科目の履修に当たり、2011年度より科目等履修生履修料の支払いを免

除し、研究科内における他専攻履修と同様の手続きにより履修可能とします。 

 

※他専攻履修については取得単位の上限を10単位とします。 

※開講科目や履修手続き期間等については、掲示板等を参照ください。 

 

理工学研究科における教育の改善に向けた組織的な取り組みについて 

 大学院修士課程および博士（後期）課程における教育のあり方、教育方法および教育業績評価方法の

研究開発など、ファカルティ・ディヴェロップメント（FD）活動を、学部教育との連携を密にしながら

実施しています。具体的には以下のような活動を行っています。 

・ カリキュラム内容の検討 

  現行カリキュラムの見直しと恒常的な改善努力 

・ その他、恒常的に、教育上の問題点を探り出し、問題解決のための方法について、理工学研究科（専

攻会議等）で討論する。 

・ 教育内容についてのワーキンググループの設置 

・ 理工学研究科の教育研究分野に関係する学会の教育部会等へ参加を通した研修 

また、教員同士による研究グループ構成・研修セミナーなどにも前向きに取り組んでいます。その実

施に当たっては、その効果や効率を考慮して、理工学研究科全体での取り組みとしています。さらに、

定期的に大学院シンポジウムやワークショップを開催し、学生を交えた研究内容を紹介するとともに、

研究を踏まえた教育内容について報告しています。その際、一般あるいは他の教員による評価を受け、

今後の教育内容改善に役立てています。 

国際的な見地から、高度な能力を有する研究者や技術者を養成するには、指導教員の研究分野とその

関連分野の教育を施すだけでは不十分です。したがって多岐にわたる本専攻の教育研究において、専攻

全体の幅広い分野にわたる教育が実施されることが必要であり、かつ、そのための指導者間の組織的な

研修が必要となります。この観点から、各専攻においては、研究指導を指導教員が指導するだけではな

く、指導教員以外の教員もアドバイスをすることのできる仕組みを検討中です。また、国際的な感覚の

育成のために、外国研究者によるセミナーをさらに積極的に取り入れ、学生の国際感覚の向上のみなら
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ず教員の指導力向上を図っています。 

本大学院ですでに開始されているハイブリッド・ツイニングプログラムは、指導教員分野間の枠を越

え、外国人が単なる留学生としてではなく、日本人学生とともに大学院の活性化を推進するプログラム

となっています。また、真の国際化を目指して、留学生だけでなく、国内の学生をも対象とした英語の

みによる講義がなされており、着々と成果をあげています。急速なグローバル化の進展を背景に、日本

国内のみならず国際的に活躍のできるグローバル理工系人材の育成が急務になってきました。このため、

海外大学との単位互換制度やダブルディグリー制度など、大学の国際化に向けた教育課程の編成を行う

必要があります。理工学研究科では、2017年に国際連携理工学専攻が開設し、国際社会で通用する大学

院構築のための環境整備を行っています。本専攻では、海外の複数大学（米国、ヨーロッパや東南アジ

ア）と連携し、学生の国際的なモビリティーを担保しつつ、ダブルディグリーやジョイントディグリー

の取得を可能とすることも視野に入れています。 

理工学研究科の各専攻には社会人大学院生も学んでいます。こうした社会人の経験を生かした実践的

なディスカッションやプレゼンテーションの場を作り、それを通して全ての大学院生が広く世界を見つ

めたグローバルな考え方を身に付けるための組織改革に取りかかっています。 

教育改善を教員のみで行うのには限界があり、大学院全体の協力が不可欠です。理工学研究科では、

大学院生をラーニング・ファシリテーター(LF)として採用し、教育研究環境改善に向けた取り組みを展

開しています。具体的には、研究室の研究環境改善、教育効果のアンケート調査、学生相談箱の設置な

ど、学生の視点から様々な活動をしています。この結果を教員と一緒に評価することにより、次の活動

につなげています。LFの活動は、理工学研究科の教育改善のみならず、LFの大学院生自身の人間的成長

にも寄与しています。 

理工学研究科の専攻が実際に行っているユニークな教育事例を次に紹介します。 

建設工学専攻では、デザイン・プランニング系とエンジニアリング系の両者の学生に対して、ほぼ全

ての分野を網羅した建設工学基礎を修得した上で、それぞれの専門性を考えた専修科目を履修するカリ

キュラムを設定しています。また、特にデザイン系の学生には、演習科目として複数の教員と学生を交

えたデザインワークショップとプランニングワークショップを行い、教育成果・研究内容を紹介・報告

しています。さらに、モスクワ建築大学（ロシア）やパリ・ベルヴィル建築大学（フランス）・ラクイラ

大学（イタリア）および漢陽建築大学（韓国）等との交換授業を実施し、インターナショナルな視野に

たった建築設計の方法を研究・発表することによって、教育内容の向上・改善を図っています。 

システム理工学専攻では、システム工学特別演習において、学部生とチームを組んで一つのシステム

をプロジェクトとして構築する演習を行っています。まず、履修者が抱えている研究テーマもしくはそ

の周辺課題のうち、期間内で実施できる内容をチームリーダー、もしくはサブリーダーとして具体化し、

プロジェクトチームを立ち上げます。このチームのメンバーは、システム理工学部のシステム工学演習C

の学生とします。次に、履修者は、システム工学特論にて学んでいる「システム思考」、「システム手法」、

「システムマネジメント」の考え方や技術を踏まえて、実際の研究課題に適用します．この演習を通じ

て、大学院生に実体験に基づく総合的問題解決能力を身に付けさせています。なお、プロジェクトの運

用は大学院生に一任していますが，プロジェクト毎に複数の教員が分担し、毎回の演習時間中に全員で

指導を行っています。さらに、隔週毎に教員全員に対してデザインレビューを実施することで、プロジ

ェクトの妥当性を確認しています。 
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教職課程について 
（教育職員免許状の主務官庁：文部科学省、教育職員免許状の授与権者：都道府県教育委員会） 

 

 理工学研究科の教職課程は、「教育職員免許法」に基づく教育職員免許状のうち専修免許状を取得す

るために設置されています。 

 理工学研究科の各専攻で取得できる専修免許状の学校種および教科は以下の表のとおりです。 

 出身大学等で一種免許状を取得した者は、取得済の一種免許状と同一学校種／教科の専修免許状を、

理工学研究科の各専攻が定める単位を修得し、修士課程を修了することにより取得できます。 

 

(1) 理工学研究科の各専攻で取得できる専修免許状の学校種と教科 

〔表〕 

 専 攻 免 許 状 学 校 種 ／ 教 科 

理
工
学
研
究
科 

電気電子情報工学専攻 専修免許状 高等学校教諭／工業・情報 

材料工学専攻 

機械工学専攻 

建設工学専攻 

専修免許状 高等学校教諭／工業 

応用化学専攻 専修免許状 
中 学 校 教 諭      EA／理科 

高等学校教諭／理科 

システム理工学専攻 専修免許状 
A中 学 校 教 諭      EA／数学・理科 

高等学校教諭／数学・理科・工業 

 

 (2) 専修免許状取得のための必要科目と単位数 

 

（ア）教職に関する科目 

 専修免許状の取得希望者は、『教職に関する科目』として「教育学特論」（２単位）もしくは「学

校教育社会学特論」（２単位）のいずれかを必ず修得しなければなりません。 

 なお、「教育学特論」は共通科目につき、修了要件に含まれる単位とはなりません。 

 

（イ）教科に関する科目 

 専修免許状の取得希望者は、各専攻が『教科に関する科目』として指定する科目（修士課程担当

教員表「教職欄」表記参照）から、免許状取得を希望する教科ごとに22単位以上取得しなければな

りません（数学および理科の単位は、中学校・高等学校の双方に計上されます）。 

※『教科に関する科目』は、本学修の手引記載の内容から変更される場合もあります。履修登録の

前に掲示を確認して下さい。 
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 例：システム理工学専攻で中学（数学）と高校（数学・工業）を取得する場合 

  『教職に関する科目』…「教育学特論」2単位を修得すること 

  『教科に関する科目』…数学指定科目22単位以上および工業指定科目22単位以上を修得すること 

  

(3) 教職課程ガイダンス 

 春期入学者で専修免許状取得を希望する者は、入学後の４月に開かれる「教職課程ガイダンス」に

必ず出席し、修得すべき単位数および免許状申請手続き等を確認してください。 

秋期入学者で専修免許状取得を希望する者は、入学後に大学院・MOT事務課に問い合わせ、修得す

べき単位数および免許状申請手続き等を確認してください。 

 

(4) 教員免許状一括申請説明会［当年度３月修了予定者対象］ 

 当年度３月に修了予定かつ、専修免許状取得に必要な単位を修了時までに取得見込の者を対象に、

９月下旬頃に免許状一括申請希望を受付け、翌年１月中旬頃に一括申請説明会を行います。 

 一括申請は、通常は免許状希望者が都道府県教育委員会へ直接行う免許状申請手続きを、在籍大学

を通じて行う手続きですので、都道府県教育委員会の定めに従わなくてはなりません。一括申請希望

者は一括申請説明会に必ず出席し、申請書類等の提出期限を厳守してください（不備書類や提出期限

後の提出は一切、受付けません）。 

９月修了者等、専修免許状取得要件を満たしながら一括申請できなかった者は、本人が居住する都

道府県の教育委員会に直接申請することで専修免許状が授与されます（個人申請）。 

 

(5) 教育職員免許状交付式 

  一括申請で都道府県教育委員会から免許状を授与された学生を対象に、「教育職員免許状交付式」

を行います。交付式の日程は別途、通知します（例年は３月上旬～中旬頃に実施）。 

 

(6) 教職課程に関係する費用 

ア．在学中に専修免許状取得に必要な単位を取得できなかった者が不足する単位を履修する場合は、

科目等履修生として新たに入学金・履修料等を納入する必要があります。 

科目等履修生の出願時期・費用等は、大学院・MOT事務課へお問い合わせください。 

イ．専修免許状の申請手続きには、取得する免許状１件ごとに都道府県教育委員会所定の手数料を納

めなければなりません（参考：東京都教育委員会2015年度手数料＝3,300円） 

 また、個人申請を行う場合は、取得する免許状１件ごとに本学が発行する「学力に関する証明書」

を都道府県教育委員会に提出しなければなりません（発行手数料：１通につき400円）。 
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学籍 
(1) 学籍とは 

 本学の選考試験に合格し、所定の手続きを行い『学生証』の交付を受けた者は、大学に籍を置き

教育・研究活動ができるという在学者としての身分を有します。 

 在籍とは本学の学籍を取得していることであり、また、在学とは本学の学籍を有し、現に学修し

ていることをいいます。 

 芝浦工業大学の学生であることの自覚と誇りを持って行動してください。 

項  目 内          容 

修 業 年 限 

本学の教育、修士課程を修了するために必要な期間は『2年』、博士（後期）課

程を修了するために必要な期間は『3年』です。 

ただし、休学・停学期間は修業年限に含めません。 

在 籍 期 間 
本学に在籍することができる期間は修士課程は『4年』、博士課程は『6年』で

す。 

修 了 と は 

修了とは本学の学生としての身分を修了することです。ただし、修了に必要な

所定の単位の取得と、修士〔または博士〕論文の審査に合格しなければなりま

せん。修士課程修了者には、修士（工学）、修士（システム理工学）または修

士（理工学）、博士（後期）課程修了者には、博士（工学）または博士（学術）

の学位が授与されます。 

 

(2) 学籍の異動 

 以下のような事項に該当した場合には諸手続きが必要となります。願い出は、指導教員と面談の

上、指定期日内に提出してください。 

項  目 内          容 

留

年 
留年とは 

修士課程は2年次終了時、博士（後期）課程は3年次終了時で修了要件を満た

せなかった場合。『修了停止』で留年となります。 

休 
 
 
 

学 

休学とは 

病気その他やむを得ない理由で、一定期間（2カ月以上）修学しないことをい

います。 

休学する場合は『休学願』が必要です。 

① 指導（担当）教員と相談してください。 

② 病気の場合は医師の診断書も添えて提出してください。 

※奨学金受給者の場合、別途手続きが必要になります。 

期 間 

休学は2カ月以上1カ年以内を原則とします。 

休学期間は、前期・後期、または、年間に区分します。 

 年間休学 4月1日～翌年3月31日 

 前期休学 4月1日～同年9月30日 

 後期休学 10月1日～翌年3月31日 

願い出 前期休学：3月初旬、後期休学：9月初旬まで。 

修業年限 休学した学期は在籍年数に算入しますが、在学年数には含みません。 
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項  目 内          容 

休 
 

学 

単位認定 
休学した学期の単位は取得できません。したがって、履修登録した科目は

無効となります。 

学 費 
休学を願い出て各学期の始まる前日までに許可された場合、休学する期の

授業料を免除します。（維持料の納付が必要となります。） 

復 
 

学 

復学とは 休学期間を満了し、在学状態に戻ることをいいます。 

願い出 
復学対象者には大学より『復学願』を送付しますので前期：3月初旬、 

後期：9月初旬までに提出してください。 

学 費 復学した学年（学期）の維持料および授業料を納入することになります。 

退

学 

退学とは 

事情により退学を希望する場合。 

 ① 指導（担当）教員と相談してください。 

 ② 学生証も添えて提出してください。 

退学を命じられる場合。 

 ① 入学誓約書に違反した者 

 ② 性行不良で学生の品位を乱し、改善の見込みがない者 

 ③ 学力劣等で成業の見込みがない者 

 ④ 正当な理由がなくて常に出席しない者 

 ⑤ 学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

願い出 

退学を希望する場合は『退学願』が必要です。 

前期：3月初旬、後期：9月初旬までに提出してください。 

退学を命じられる場合はこの限りではありません。 

学 費 
退学を願い出る者は、その学期までの学費が納入済みでなければ退学は認

められません。 

除

籍 

除籍とは 

以下の者は除籍を命じられます。 

 ① 行方不明の届け出のあった者 

 ② 学費の納入を怠り、督促を受けても納入しない者 

 ③ 在籍年数を超えた者 

 ④ 休学期間満了となっても復学等の手続きをしない者 

停 
 

学 

停学とは 

以下の者は停学を命じられます。 

 ① 本学の学則に背いた者 

 ② 試験の際に不正行為をした者 

 ③ 学生の本分に反する行為があった者 

処分期間によっては修了延期となります。 

再 

入 

学 

再入学とは 
本学を退学または、学費未納で除籍となった者で再入学を願い出た時は修

了見込みのある者に限り、許可されることがあります。 

願い出 
再入学を希望する場合は、 

前期：12月中旬、後期：６月中旬までに願い出て下さい。 

学 費 当該年次の学費を納入することになります。 
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単位と授業 

(1) 単位の区分 単位は以下の三つに区分しています。 

①専 修 科 目：所属専攻で修得を義務付けられた科目です。修了時までに必ず修得しなければなり

ません。 

②研 究 指 導：大学院の演習（ゼミ形式等）・実験を含めたもの。所属研究室で特定する研究指導

科目の指定の単位数を、各期に履修登録の上、修了時までに必ず修得しなければな

りません。 

③講 義 科 目：各自の関心や必要に応じて自主的に選択する科目です。 

(2) 授業時間 

第１時限 第２時限 第３時限 第４時限 第５時限 第６時限 

9:00～10:40 10:50～12:30 13:10～14:50 15:40～16:40 16:50～18:30 18:40～20:20 

（１コマは100分授業です。）  

(3) 休講・補講 

 授業担当教員の出張、病気など、その他の理由により予定していた授業ができなくなる場合があ

ります。このような場合、授業担当教員の判断で休講になることがあります。また、授業担当教員

の出張、病気による休講やその他の理由により予定していた授業内容が全て終了しないことがあり

ます。この場合、授業担当教員の判断で必要に応じて補講を行うことがあります。 

 休講・補講は、その都度、指定の掲示板にて掲示発表します。なお学生課ホームページ、携帯電

話からアクセスできるお知らせ情報、S*gsotからも確認する事ができます。 

(4) 履修制限 

 大学院における年間の履修登録上限は原則として「20単位」です。履修登録は、前期・後期の各

期で行わなければなりませんが、特別演習及び特別実験を除く授業科目について原則として年間で

通算20単位を超えて履修することはできませんので、ご注意ください。 

(5) 他専攻履修等の上限 

  下記のような自専攻以外の科目を履修する場合、理工学研究科委員会が認める場合において、 

認定される単位は10単位までとなります。 

① 他専攻科目 

② 工学マネジメント研究科の科目 

③ 東京海洋大学との単位互換制度開講科目 等 

 

成績 
 成績は、試験の結果や勉学の成果を成績評定基準により評価し、学生個人に通知するものです。 

 成績評価と認定単位数が記載されている『成績通知書』をS*gsotに公開します。 

(1) 成績評定基準 

① 合格 

Ａ…100点～80点  Ｂ…79点～70点  Ｃ…69点～60点  

Ｎ…認定（編入学者、他大学等の教育機関で修得し認定された科目） 

② 不合格（同一科目を再履修するか、または、別科目を履修する） 

Ｄ…59点～50点 Ｆ…49点～0点 
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③ その他 

Ｇ…履修中  ＃…成績未報告（担当教員や大学院・MOT事務課に問い合わせてください。） 

(2) 成績の確認 

 成績に関する質問は、大学院・MOT事務課で受け付けます。S*gsotにアクセスの上、記載内容を確

認してください。納得がいかない成績の場合は『成績通知書』を出力の上、授業担当教員まで申し

出てください。申し出がない場合は確認済として処理します。 

(3) 不合格科目の取り扱い 

 成績は『学籍簿』に記載され、大学に永久保存されます。 

 従って、不合格科目は再履修して合格点を取らない限り、不合格（Ｄ）（Ｆ）のまま『学籍簿』及

び『成績通知書』に記載されることとなります。 

※就職活動や大学院受験等で『成績証明書』が必要になりますが、この『成績証明書』には不合格

科目は記載されません。合格科目（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｎ）のみ記載します。なお、Ａは「優」、Ｂは「良」、

Ｃは「可」、Ｎは「認」と記載します。 

 

インフォメーション 
(1) 各種掲示のお知らせ 

 大学からの重要な連絡は、以下の方法で学生の皆さんに周知しています。必ず確認する習慣を身に

つけてください。 

① 時間割や教室等の変更および集中講義日程・・・掲示板 

② 履修登録や成績等に関する呼び出し・・・掲示板、S*gsot（ガソット） 

③ 休講・補講掲示・・・掲示板、S*gsot、在学生向けWebサイト 

④ 火災や大規模な地震等が発生し緊急を要する場合・・・構内放送 

⑤ その他重要な連絡事項・・・掲示板、Webサイト 

 

修了の要件等について 

1. 修士課程 

(1)各専攻とも修了に必要な単位数(30単位以上)を取得すること。 

以下の研究指導12単位を含め、専修科目*２単位を含む授業科目にて18単位以上取得すること。 

(2)必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査および最終試験に合格すること。 

［注意］履修については、各指導教員と必ず相談の上、手続きを行うこと。 

なお、１年次必修の研究指導（下記の表参照）および専修科目の単位を取得できない場合、

２年次に修了見込（証明書）を発行できないため、注意すること。 

その他 学位審査基準等については、ディプロマポリシーを併せて確認すること。 
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《研究指導》 

○電気電子情報工学専攻・材料工学専攻・応用化学専攻 

・機械工学専攻・システム理工学専攻 

○建設工学専攻（科目配当表で※印がついている研究指導

（デザイン系）は特別演習のみで12単位） 

研究指導 

単

位

数 

１年次 ２年次 

担当教員 前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

特別演習１ １ ○    

各 指 導 

教 員 

特別演習２ １  ○   

特別演習３ ２   ○  

特別演習４ ２    ○ 

特別実験１ １ ○    

特別実験２ １  ○   

特別実験３ ２   ○  

特別実験４ ２    ○ 

計 12 ２ ２ ４ ４  

（開講時期は４月入学時を基準） 

 

研究指導 

単

位

数 

１年次 ２年次 

担当教員 前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

特別演習１ １ ○    

各 指 導  

教 員 

特別演習２ １  ○   

特別演習３ ２   ○  

特別演習４ ２    ○ 

特別実験１ １ ○    

特別実験２ １  ○   

特別実験３ ２   ○  

特別実験４ ２    ○ 

※特別演習１ ２ ○    

各 指 導  

教 員 

 特別演習２ ２  ○   

 特別演習３ ４   ○  

 特別演習４ ４    ○ 

（開講時期は４月入学時を基準） 

 

○国際理工学専攻 

研究 

指導 

単 

位 

数 

１年次 ２年次 
担当 

教員 
１

Ｑ 

２

Ｑ 

３

Ｑ 

４

Ｑ 

１

Ｑ 

２

Ｑ 

３

Ｑ 

４

Ｑ 

特別演習１ １ ○        

各 指 導  

教 員 

特別演習２ １  ○       

特別演習３ １   ○      

特別演習４ １    ○     

特別演習５ １     ○    

特別演習６ １      ○   

特別演習７ １       ○  

特別演習８ １        ○ 

特別実験１ １ ○       

各 指 導  

教 員 

特別実験２ １  ○     

特別実験３ １     ○   

特別実験４ １       ○ 

（開講時期は４月入学時を基準） 

 

 

＊《専修科目》〔必修〕 

「研究指導」の指導教員が担当する授業科目〔☆印の授業科目〕を指す。 

ただしシステム理工学専攻、国際理工学専攻については、専修科目以外に必修科目（学則参照）

があるので注意すること。 
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研究指導における１週あたりのコマ数について 

研究指導における１週あたりのコマ数は以下のとおり。研究指導の開講曜日・時限については、

指導（担当）教員に確認すること。 

【電気電子情報工学・材料工学・機械工学・システム理工学】 【応用化学】 
 

 
１年 

前期 

１年 

後期 

２年 

前期 

２年 

後期 

特別演習 １コマ １コマ ２コマ ２コマ 

特別実験 ２コマ ２コマ ３コマ ３コマ 

合計 ３コマ ３コマ ５コマ ５コマ 

 

 
１年 

前期 

１年 

後期 

２年 

前期 

２年 

後期 

特別演習 １コマ １コマ ２コマ ２コマ 

特別実験 ３コマ ３コマ ３コマ ３コマ 

合計 ４コマ ４コマ ５コマ ５コマ 

  

【建設工学（デザイン系）】 【建設工学（エンジニア系）】 
 

 
１年 

前期 

１年 

後期 

２年 

前期 

２年 

後期 

特別演習 ２コマ ２コマ ４コマ ４コマ 

特別実験     

合計 ２コマ ２コマ ４コマ ４コマ 

 

 
１年 

前期 

１年 

後期 

２年 

前期 

２年 

後期 

特別演習 １コマ １コマ ２コマ ２コマ 

特別実験 ２コマ ２コマ ３コマ ３コマ 

合計 ３コマ ３コマ ５コマ ５コマ 

*建設工学（デザイン系）は実験がありません。 

演習のみとなります。 
 

  

【国際理工学】   

 
１年 

前期 

１年 

後期 

２年 

前期 

２年 

後期 

特別演習 １コマ １コマ ２コマ ２コマ 

特別実験 ２コマ ２コマ ３コマ ３コマ 

合計 ３コマ ３コマ ５コマ ５コマ 

*演習についてはクォータで実施。 

 

 

 

2. 博士（後期）課程 

(1)各専攻とも修了に必要な単位数(２単位以上)を取得すること。 

(2)必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査および最終試験に合格すること。 

［注意］その他 学位審査基準等については、ディプロマポリシーを併せて確認すること。 
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環境教育科目 

大宮キャンパス環境方針の概要と 

環境実践科目、環境教育科目、環境関連科目について 

 

 今日、環境問題は、身近なゴミや騒音の問題をはじめとして、地球規模での大気・海洋・土壌汚染、

温暖化現象や酸性雨等による森林・生態系破壊、資源の枯渇化問題など、地球上の全ての生きものに

対してその生存を脅かす事態に広がってきています。私たちには、これらのことを十分かつ正しく認

識し、他の生きものと調和・共存し次世代にツケを回さない持続可能な社会を実現するために、環境

に配慮した行動を実行することが求められています。 

 芝浦工業大学では、このような状況を真剣に受け止め、2001年3月、大宮キャンパスにおいて

“ISO14001”の認証を取得し、以来約15年間この規格に基づき環境マネジメントシステムを運用して

きました。こうした実績を踏まえ2016年度からは、環境マネジメントを内制化し大学自らが環境目標

を掲げ、環境改善に対する活動を実施することとしました。  

 本学では、「グリーンキャンパスを目指して」というスローガンを掲げ、環境保全・改善のための

活動を関係構成員が一体となって展開し、環境汚染（マイナスの環境側面）防止に努め、大学本来の

社会的使命である以下に示すようなプラスの環境側面の積極的増加に努めることを宣言しました。 

 これにより、教育・研究を念頭においた本学の環境方針（目標）を示し、環境保全活動を展開する

中で、環境教育カリキュラムの充実、環境を配慮またはそれに寄与するための研究活動の推進、学生

の自主的環境活動の支援、および高い環境意識を持った学生を社会に輩出するための活動を行いま

す。 

 カリキュラムについては、環境に関する科目の充実を目標とし、「環境教育科目」「環境関連科目」

および「環境実践科目」設定しシラバスにその標記を付すことにしました。これらの科目の定義は、

以下のとおりです。 

 

 １．環境実践科目：環境教育割合が100％であり、かつ環境に関連した“ものづくり”“まちづくり”

や社会貢献を実践するために必要な知識やスキルの習得を目的とする科目。もしくはこれらの実

践そのものを目的としており、学生が大学キャンパス内外において、電気・ガスなどのエネルギ

ー消費や資源の消費、ゴミの排出等の環境負荷の抑制行動の実践を促進する科目。 

 ２．環境教育科目：環境教育割合が30％以上99％以下であり、かつ授業の全般にわたって、環境へ

の有益面あるいは環境負荷など環境を主題としており、内容として、リサイクル、省エネルギー、

資源、自然との共生などを扱った科目。ただし、心理環境、都市工学、住宅設計などで、景観、

都市などの周辺を扱い、生物などに係わる直接の影響をもたらさない主題を扱った科目は除く。 

 ３．環境関連科目：環境教育割合が1％以上30％未満であり、かつ授業計画の一部に、環境への有

益面あるいは環境負荷についての記述を有している科目。心理環境、都市工学、住宅設計などで、

景観、都市などの周辺を扱い、生物などに係わる直接の影響をもたらさない主題を扱った科目も

含む。 
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地域志向科目 
 

 
文部科学省 地（知）の拠点整備事業と地域志向科目について 

 
本学は、2013 年度（平成 25 年度）文部科学省「地（知）の拠点整備事業」『「まちづくり」「もの

づくり」を通した人材育成推進事業』について、採択されました（申請数 319 件中採択数 52 件（私

立大学では、180 件中 15 件））。 

国が設定する本事業の背景には、急激な少子高齢化、地域コミュニティの衰退、グローバル化によ

るボーダーレス化、新興国の台頭による国際競争の激化など、我が国が置かれている困難な状況に対

し、全国の様々な地域発の特色ある取組を進化・発展させ、地域発の社会イノベーションや産業イノ

ベーションを創出していくことが急務とされている、ということがあります。その中で、大学は、社

会の変革を担う人材の育成などを重大な責務としており、目指すべき大学像として、学生がしっかり

学び自らの人生と社会の未来を主体的に切り開く能力を培う大学、地域再生の核となる大学、社会の

知的基盤としての役割を果たす大学などが挙げられています。 

本学においては、建学の精神として「社会に学び社会に貢献する技術者の育成」を掲げ、全学を挙

げて教育・研究・社会貢献活動に邁進しているところであります。本事業の目的とするところは、本

学の建学の精神と大きく符合し、「地域とともに生き、地域とともに学生を育む実践教育の場」として

本事業をとらえ、応募・採択となりました。 

具体的には、教育カリキュラムにおいて、地域の課題を取り上げ、課題解決をする科目を「地域志

向科目」として設定し、多くの学生が地域の事例を通して実践的技術者たる実力を培う場を設けてい

くことといたします。そして「環境教育科目」と同様、シラバスにその標記を付すことにしました。

「地域志向科目」の定義は以下の通りです。 
 

１．地域志向授業科目 

  主として、教室等の座学の授業で、地域の事例・課題等を取り上げたものをいいます。 
 
２．地域連携ＰＢＬ 

  主として、フィールドワーク等の演習活動において、履修生のプロジェクトグループを複数作っ

て、地域の事例・課題等についてプロジェクト検討させたものをいいます。 
 
３．地域志向卒論・修論・博論 

  テーマにおいて、地域の事例・課題を取り上げた研究論文をいいます。 
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アクティブ・ラーニング科目 

 

アクティブ・ラーニング科目Ａ,Ｂ,Ｃについて 

 

 今日、大学での教育は「何を教えたか」から「何を学んだか」へと、大学教育の主体や成果に関す

る指標が大きく変化してきています。これは、従来の知識習得型授業だけではなく、その習得した知

識を活用する能力の育成も大学教育に求められていることを意味します。以下は、平成25年５月に教

育再生実行会議から出された提言の一部です。 

 

「社会において求められる人材が高度化・多様化する中、大学は、教育内容を充実し、学生が徹底し

て学ぶことのできる環境を整備する必要があります。（中略） 大学は、課題発見・探求能力、実行

力といった「社会人基礎力」や「基礎的・汎用的能力」などの社会人として必要な能力を有する人材

を育成するため、学生の能動的な活動を取り入れた授業や学習法（アクティブラーニング）、双方向

の授業展開など教育方法の質的転換を図る。また、授業の事前準備や事後展開を含めた学生の学修時

間の確保・増加、学修成果の可視化、教育課程の体系化、組織的教育の確立など全学的教学マネジメ

ントの改善を図るとともに、厳格な成績評価を行う。国は、こうした取組を行う大学を重点的に支援

し、積極的な情報公開を促す。企業、国は、学生の多彩な学修や経験も評価する。」 

 

 芝浦工業大学は、平成26年度に文部科学省「大学教育再生加速プログラム（AP）」に採択されまし

た。今回採択されたプログラムでは、建学の精神「社会に学び社会に貢献する技術者の育成」の下に、

「総合的問題解決能力を備えた世界（社会）に貢献できる技術者」の育成を教育目標として定め、学

生の主体的な学びを促し、学修成果の可視化に取り組んでいます。 

 

 本学では実験、実習、演習、PBL（Project/Problem-Based Learning|課題解決型学修）を通して、

学生が意欲的に学修に取り組める環境整備を進めており、このようなアクティブ・ラーニングを、全

学部で４年間の体系的かつ組織的な教育プログラムとして構築しています。また、講義科目へのアク

ティブ・ラーニングの導入により学生の意欲を高めるため、学修マネジメントシステム（LMS）と連

携した、双方向システムの導入整備を進めています。 

 

 そこで、アクティブ・ラーニングの更なる導入・進展を図るために、2015年度から「アクティブ・

ラーニング科目Ａ,Ｂ,Ｃ」を設定し、シラバスにその標記を付すことにしました。これらの科目の定

義は以下のとおりです。 

 

アクティブ・ラーニング科目Ａ：学修者の能動的な学修への参加による授業が大部分の科目 

アクティブ・ラーニング科目Ｂ：学修者の能動的な学修への参加による授業が概ね半数を超える科目 

アクティブ・ラーニング科目Ｃ：各科目の中で１コマ分以上、学修者の能動的な学修への参加を取り

入れた授業を行う科目 
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社会的・職業的自立力育成科目 

本学におけるキャリア教育と 

社会的・職業的自立力を育成する科目について 

 

 皆さんは大学卒業後、あるいは大学院修了後、いずれは社会に出て、さまざまな役割を担いながら

生きていくことになります。したがって、大学での学修は社会で活躍するための準備だということが

できます。社会に出た後の人生にも多くの分岐点があり、そのたびに大きな選択を迫られることにな

ります。そのときに、賢い選択をするためには、生涯学び続けることが必要です。生涯学び続ける姿

勢とその方法を身につけるのも、大学での学修の大切な目的のひとつです。 

 社会で活躍できる力、そして生涯学び続ける力、これらを養うために、専門科目では、それぞれの

専門分野の視点から系統的なカリキュラムが組まれています。また共通教養科目では、世界や社会の

枠組みという別の視点から幅広く学ぶカリキュラムが組まれています。しかし、皆一人ひとり、やり

たいことや夢見ている将来の姿が違うので、それを実現するための道筋も一人ひとり違うはずです。

したがって、折々に、自分の将来を見据えて学修過程を振り返り、学修計画を立て直すことも大切で

す。これがキャリアの視点での学修の進め方です。 

 このようなキャリアの視点での学修を助けるために、各授業科目のシラバスには、社会で活躍する

ために必要な力の育成について、担当教員がどのように意識しているかが表示されています。キャリ

アの視点で捉えた社会で活躍するために必要な力は、社会的・職業的自立力と名付けられており、表

１のように４つの力で構成されています。この４つの力は、皆さんが定期的に、あるいは必要に応じ

て受検するPROGテストで測る基礎力にも対応しています。シラバスでは、この４つの力のそれぞれに

ついて、育成を意識しているかどうかが示されています。キャリアの視点での学修の振り返りや学修

計画の作成に際して、この社会的・職業的自立力育成に関する情報を参考にしてください。 

表１．社会的・職業的自立力を構成する４つの力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨今の変化の激しい世の中を生き抜くためには、専門分野の知識や技能だけでなく、「前に踏み出

す力（主体的に学ぶ力、実行力、など）」、「考え抜く力（課題発見・解決力、など）」、「多様な人々と

協働して働く力（チームワーク力、コミュニケーション力、プレゼンテーション力、など」などの「社

会人基礎力・汎用的能力」を鍛える必要があります。これらの能力は、近年では企業が人材を採用す

るにあたり重視する傾向にあります。 

 

客観的かつ多角的に整理･分析し, 
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本学のプログラムにある『アクティブ・ラーニング科目』およびキャリア教育の『社会的・職業的

自立力育成科目』を履修していくことで，社会を生き抜き、社会に貢献する人材となるのに必要な、

社会人基礎力や基礎的・汎用的能力を身につけることができます。 

例えば、下図は、これらの科目を履修することで、社会人基礎力・汎用的能力が向上することを示

しています。学生の皆さんは、学科のカリキュラムマップを参考にして、知識や技能だけでなく社会

人基礎力も鍛えるように、履修計画を立てて下さい。 

 

 

図 『アクティブ・ラーニング科目』およびキャリア教育の 

『社会的・職業的自立力育成科目』を履修した学生の社会人基礎力の向上例 

 
 

※1 グローバル人材モデル：25歳～49歳の日本人ビジネスパーソン、アジアにおいて、外国人のマネジメント経験が 2年以上あり、 

そのマネジメントに満足している者 

※2 社会人モデル：20代後半から 30代前半にかけて課長、もしくはチームをマネジメントしている若手ビジネスパーソン 

 

 

※1 

※2 
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修 士 課 程 

担 当 教 員 表 

 

 

凡例 

☆ 専修科目となる授業科目 

◎ クォーター科目 

・教職欄は、専修免許状取得に必要な科目をさし、24単位（うち2単位は教育学特論もしくは学校教育社

会学特論）以上必要とする 
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＜電気電子情報工学専攻＞部門･研究指導･指導教員及び担当教員 
部     門 研  究  指  導 指導教員及び担当教員 備 考 

材料・デバイス 

ナ ノ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 指導教員 上 野 和 良  

機 能 材 料 工 学 研 究 指導教員 山 口 正 樹  

電 子 デ バ イ ス 材 料 学 研 究 指導教員 堀 尾 和 重  

光 電 工 学 研 究 指導教員 本 間 哲 哉  

光 デ バ イ ス 工 学 研 究 指導教員 横 井 秀 樹  

半導体エレクトロニクス研究 指導教員 石 川 博 康  

回路 ・ 制御 
電 子 回 路 工 学 研 究 

指導教員 小 池 義 和 

 

指導教員 前 多   正 

指導教員 佐々木 昌 浩 

 杉 山 克 己 

 
プレーマチャンドラ 

チンタカ 
電 磁 波 回 路 工 学 研 究 指導教員 田 中 愼 一  

電力・エネルギー 

視 環 境 研 究 指導教員 入 倉   隆  

エネルギー機器制御工学研究 

指導教員 高 見   弘 

 
指導教員 赤 津   観 

 下 村 昭 二 

 齋 藤   真 

電 力 シ ス テ ム 工 学 研 究 指導教員 藤 田 吾 郎  

電 力 機 器 工 学 研 究 指導教員 松 本   聡  

エ ネ ル ギ ー 物 性 研 究 指導教員 西 川 宏 之  

通 信 

通 信 情 報 分 類 工 学 研 究 指導教員 神 澤 雄 智  

情 報 通 信 シ ス テ ム 工 学 研 究 指導教員 上 岡 英 史 兼担 

音 響 通 信 情 報 シ ス テ ム 研 究 指導教員 武 藤 憲 司  

光 通 信 シ ス テ ム 工 学 研 究 指導教員 堀 口 常 雄  

通 信 網 工 学 研 究 
指導教員 森 野 博 章 

 
 宮 田 純 子 

無 線 通 信 シ ス テ ム 工 学 研 究 

指導教員 行 田 弘 一 

 指導教員 久保田 周 治 

指導教員 広 瀬 数 秀 

情 報 

計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 研 究 指導教員 宇佐美 公 良  

情 報 シ ス テ ム 工 学 研 究 指導教員 大 倉 典 子  

デ ー タ 工 学 研 究 指導教員 木 村 昌 臣  

画 像 情 報 処 理 研 究    

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 研 究 指導教員 平 川   豊  

分 散 シ ス テ ム 研 究 指導教員 福 田 浩 章  

コンピュータ・メディエーテッ
ド・コミュニケーション研究 

指導教員 米 村 俊 一  

基 盤 シ ス テ ム 研 究 指導教員 菅 谷 みどり  

実証的ソフトウェア工学研究 指導教員 中 島   毅  

知 能 情 報 工 学 研 究 

指導教員 五十嵐 治 一 

 指導教員 杉 本   徹 

 篠 埜   功 

情 報 科 学 

知 能 ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 研 究 指導教員 野 田 夏 子  

知 能 シ ス テ ム 工 学 研 究 
指導教員 安 村 禎 明  

 川 口 恵 子  

知 識 処 理 シ ス テ ム 研 究 指導教員 相 場   亮 兼担 

数 理 工 学 研 究 

指導教員 西 村   強 
 

指導教員 松 田 晴 英 

 井戸川 知 之 兼担 

広 域 分 散 シ ス テ ム 研 究 指導教員 山 崎 憲 一  

ロボティクス・ 
メカトロニクス 

ロボティクス･メカトロニクス研
究 

指導教員 島 田   明 
 

指導教員 安 藤 吉 伸 

指導教員 長谷川 忠 大 兼担 

指導教員 吉 見   卓 

 指導教員 安孫子 聡 子 

 佐々木   毅 

バ イ オ ・ 生 体 

生 物 電 子 工 学 研 究 
指導教員 六 車 仁 志 

 
指導教員 齋 藤 敦 史 

生 体 計 測 工 学 研 究 指導教員 加 納 慎一郎  

生 体 通 信 工 学 研 究 指導教員 堀 江 亮 太  
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授業科目･担当教員･単位数･開講期 

授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語
実施 前期 後期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

☆ ナ ノ デ バ イ ス 工 学 特 論 ２ ○  上 野 和 良 工業  

☆ 機 能 材 料 工 学 特 論 ２  ○ 山 口 正 樹 工業  

☆ 電 子 デ バ イ ス 工 学 特 論 ２  ○ 堀 尾 和 重   

☆ 光 ・ 電 子 集 積 回 路 工 学 特 論 ２ ○  本 間 哲 哉 工業  

☆ 光 フ ァ イ バ 工 学 特 論 ２  ○ 横 井 秀 樹 工業  

☆ 半 導 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論 ２  ○ 石 川 博 康   

 先 端 も の づ く り 特 論 ２ ○  
上 野 和 良 
松 原 義 久 
柴 田 英 毅 

工業  

☆ 電 子 回 路 工 学 特 論 ２ ○  小 池 義 和 工業  

☆ ワ イ ヤ レ ス 機 能 集 積 回 路 特 論 ２  ○ 前 多   正   

☆ 集 積 回 路 工 学 特 論 ２  ○ 佐々木 昌 浩 工業  

 高 周 波 シ ス テ ム 特 論 ２  ○ 杉 山 克 己   

☆ 高 周 波 回 路 工 学 特 論 ２ ○  田 中 愼 一   

 先 端画 像処 理・ロ ボティ クス 特論 ２  ○ プレーマチャンドラ 
チンタカ 

  

☆ 視 覚 特 論 ２  ○ 入 倉   隆 工業  

☆ パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論 ２ ○  高 見   弘 工業  

☆ 電 気機 械エ ネルギ ー変換 工学 特論 ２ ○  赤 津   観   

 モ ー シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 特 論 ２ ○  齋 藤   真 工業  

☆ 分 散 形 電 源 特 論 ２  ○ 藤 田 吾 郎 工業  

☆ 高 機 能 電 力 機 器 特 論 ２ ○  松 本   聡 工業  

☆ 量 子 ビ ー ム 応 用 特 論 ２ ○  西 川 宏 之 工業  

 光 計 測 特 論 ２  ◎  福 井 幸 博   

 交 流 モ ー タ 設 計 特 論 ２ ○  下 村 昭 二 工業  

☆ 通 信 情 報 分 類 工 学 特 論 ２ ○  神 澤 雄 智 情報  

☆ 音 響 信 号 処 理 特 論 ２ ○  武 藤 憲 司 情報  

☆ 通 信 計 測 フ ォ ト ニ ク ス 特 論 ２  ○ 堀 口 常 雄   

 情 報 通 信 網 特 論 ２  ○ 宮 田 純 子   

☆ 無 線 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 工 学 特 論 ２ ○  行 田 弘 一 情報  

☆ 移 動 通 信 工 学 特 論 ２  ○ 久保田 周 治 情報  

☆ 無 線 工 学 特 論 ２  ○ 広 瀬 数 秀   

 光 領 域 に お け る 周 期 構 造 特 論 ２  ○ 左 貝 潤 一   

 光 通 信 工 学 特 論 ２  ○ 加 島 宜 雄 情報  

☆ コ ンピ ュー タアー キテク チャ 特論 ２  ○ 宇佐美 公 良 情報  

☆ デ ー タ 工 学 特 論 ２  ○ 木 村 昌 臣 情報  

☆ 画 像 情 報 処 理 特 論 ２ 2017年度休講  情報  

☆ 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 特 論 ２  ○ 平 川   豊 情報  

☆ 分 散 シ ス テ ム 特 論 ２ ◯  福 田 浩 章   

☆ 
コ ン ピ ュ ー タ ・ メ デ ィ エ ー テ ッ ド 
・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 特 論 ２ ○  米 村 俊 一  

 

☆ 基 盤 シ ス テ ム 特 論 ２ ○  菅 谷 みどり 情報  

☆ 実 証 的 ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 特 論 ２  ○ 中 島   毅   

☆ エ ー ジ ェ ン ト シ ス テ ム 特 論 ２  ○ 五十嵐 治 一 情報  

☆ 自 然 言 語 処 理 シ ス テ ム 特 論 ２ ○  杉 本   徹 情報  

 ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 特 論 ２ ○  篠 埜   功   

☆ ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 特 論 ２ ○  野 田 夏 子 情報  

☆ 知 能 シ ス テ ム 特 論 ２ ○  安 村 禎 明 情報  
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授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語
実施 前期 後期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

☆ プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 特 論 ２  ○ 相 場   亮 情報  

☆ 応 用 グ ラ フ 理 論 特 論 ２ ○  西 村   強   

☆ 離 散 数 学 特 論 ２ ◯  松 田 晴 英   

 数 理 解 析 シ ス テ ム 特 論 ２ ○  井戸川 知 之   

☆ ネ ッ ト ワ ー ク プ ロ グ ラ ミ ン グ 特 論 ２  ○ 山 崎 憲 一 情報  

☆ メ カト ロニ クスシ ステム 制御 特論 ２  ○ 島 田   明   

☆ メ カ ト ロ ニ ク ス 特 論 ２ ○  安 藤 吉 伸 工業  

☆ マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス 特 論 ２  ◎  長谷川 忠 大   

☆ ロ ボ ッ ト タ ス ク ・ シ ス テ ム 特 論 ２  ○ 吉 見   卓   

☆ 宇 宙 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 特 論 ２ ○  安孫子 聡 子   

 確 率 ・ 統 計 的 推 定 シ ス テ ム 特 論 ２  ○ 佐々木   毅   

☆ 生 物 電 子 工 学 特 論 ２ ○  六 車 仁 志 工業  

☆ セ ン サ 工 学 特 論 ２  ○ 齋 藤 敦 史   

☆ 神 経 工 学 特 論 ２ ○  加 納 慎一郎   

☆ 生 体 シ ス テ ム 工 学 特 論 ２ ○  堀 江 亮 太 情報  

☆ N a n o  D e v i c e s  a n d  M a t e r i a l s ２ ○  上 野 和 良  ○ 

☆ O p t i c a l  F i b e r  E n g i n e e r i n g ２  ○ 横 井 秀 樹  ○ 

 Epitaxial Semiconductor Materials ２ ○  石 川 博 康  ○ 

☆ A d v a n c e d  E l e c t r o n i c  C i r c u i t ２  ○ 小 池 義 和  ○ 

☆ E l e c t r i c  P o w e r  C o n t r o l ２ ○  高 見   弘  ○ 

 
A d v a n c e d  P M  M a c h i n e , 
S t r u c t u r e  a n d  C o n t r o l ２  ○ 赤 津   観  ○ 

☆ A d v a n c e d  P o w e r  S y s t e m ２ ○  藤 田 吾 郎  ○ 

☆ 
A d v a n c e s  i n  H i g h  V o l t a g e  a n d 
 P o w e r  A p p a r a t u s  E n g i n e e r i n g ２ ○  松 本   聡  ○ 

 A d v a n c e d  Q u a n t u m - B e a m  A p p l i c a t i o n s ２  ○ 西 川 宏 之  ○ 

☆ A d v a n c e d  V i s i o n ２ ○  入 倉   隆  ○ 

☆ U b i q u i t o u s  C o m p u t i n g  S y s t e m ２ ◎   上 岡 英 史  ○ 

☆ Mobile Communication Networks ２ ○  森 野 博 章  ○ 

☆ Wireless Communications Network  ２ ○  行 田 弘 一  ○ 

☆ M o b i l e  C o m m u n i c a t i o n  S y s t e m ２ ○  久保田 周 治  ○ 

☆ A d va nc ed An te n na En gi n ee ri ng ２ ○  広 瀬 数 秀  ○ 

☆ Advanced Computer Architecture ２  ○ 宇佐美 公 良  ○ 

☆ Advanced Information System Engineering ２ ○  大 倉 典 子  ○ 

☆ Advanced OS and Virtualization ２ ○  福 田 浩 章  ○ 

☆ T o p i c s  i n  D a t a  E n g i n e e r i n g ２  ○ 木 村 昌 臣  ○ 

 Advanced Robotic Manipulation ２  ○ 島 田   明  ○ 

 Autonomous Mobile Robot System ２ ○  安 藤 吉 伸  ○ 

☆ M i c r o  M e c h a t r o n i c s ２   ◎ 長谷川 忠 大  ○ 

☆ R o b o t  T a s k  &  S y s t e m ２  ○ 吉 見   卓  ○ 

☆ S p a c e  R o b o t i c s ２ ○  安孫子 聡 子  ○ 

☆ A d v a n c e d  B i o e l e c t r o n i c s ２  ○ 六 車 仁 志  ○ 

☆ S e n s o r  E n g i n e e r i n g ２  ○ 齋 藤 敦 史  ○ 

☆ A d v a n c e d  N e u r a l  E n g i n e e r i n g ２ ○  加 納 慎一郎  ○ 

☆ B i o n i c  a n d  B i o m i m e t i c  
S y s t e m  E n g i n e e r i n g 

２  ○ 堀 江 亮 太  ○ 
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＜材料工学専攻＞部門･研究指導･指導教員及び担当教員 

部     門 研  究  指  導 指導教員及び担当教員 備   考 

材 料 基 礎 

材 料 化 学 研 究 

指導教員 野 田 和 彦 

  
 中 村 統 太 

材 料 物 理 研 究 指導教員 苅 谷 義 治  

極 限 材 料 科 学 研 究 指導教員 永 山 勝 久  

薄 膜 材 料 研 究 指導教員 湯 本 敦 史  

半 導 体 材 料 研 究 指導教員 弓 野 健太郎  

ラ ン ダ ム 系 材 料 研 究 指導教員 正 木 匡 彦  

資源・エネルギー材料科学研究 指導教員 新 井   剛  

材 料 科 学 研 究 指導教員 下 条 雅 幸  

先 端 材 料 研 究 指導教員 石 﨑 貴 裕  

材 料 設 計 工 学 研 究 指導教員 芹 澤   愛  

材 料 特 性 

生 体 材 料 研 究 指導教員 松 村 一 成  

高 機 能 材 料 研 究 指導教員 村 上 雅 人  

表 面 機 能 材 料 研 究 指導教員 相 澤 龍 彦  
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授業科目･担当教員･単位数･開講期 

授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語
実施 

前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

☆ 非 鉄 金 属 材 料 特 論 ２ ◎   
芹 澤  愛 

工業  

 環 境 材 料 特 論 ２  ◎  工業  

☆ 材 料 化 学 特 論 ２ ◎   
野 田 和 彦 

工業  

 金 属 防 食 特 論 ２   ◎ 工業  

☆ 生 物 化 学 特 論 ２ ○  
松 村 一 成 

工業  

 生 体 材 料 特 論 ２  ○ 工業  

☆ 機 能 材 料 特 論 ２ ○  村 上 雅 人 工業  

 超 電 導 材 料 特 論 ２  ○ 
村 上 雅 人 

井 上 和 朗 
工業  

☆ 材 料 物 理 特 論 ２ ○  
苅 谷 義 治 

工業  

 金 属 加 工 特 論 ２  ○ 工業  

☆ 量 子 物 性 特 論 ２ ○  
永 山 勝 久 

工業  

 非 平 衡 材 料 物 性 特 論 ２  ○ 工業  

☆ 半 導 体 デ バ イ ス 特 論 ２ ◎   
弓 野 健太郎 

工業  

 薄 膜 物 性 特 論 ２  ◎  工業  

☆ 融 体 物 性 特 論 ２ ○  
正 木 匡 彦 

工業  

 非 晶 質 材 料 特 論 ２  ◎  工業  

☆ 電 子 顕 微 鏡 学 特 論 ２  ◎  
下 条 雅 幸 

工業  

 ナ ノ 材 料 工 学 特 論 ２  ○ 工業  

 表 面 物 性 特 論 ２ ○  多 田 英 司   

 表 面 改 質 特 論 ２  ○ 井 上 和 朗   

☆ エ ネ ル ギ ー 工 学 特 論 ２ ◎   
新 井   剛 

工業  

 原 子 力 工 学 特 論 ２  ◎  工業  

 トライボロジー材料工学特論 ２  ○ 相 澤 龍 彦   

 量 子 力 学 特 論 ２ ◎   
中 村 統 太 

  

 固 体 物 理 学 特 論 ２  ◎    

 材 料 加 工 処 理 特 論 ２  ◎  
湯 本 敦 史 

工業  

☆ 材 料 強 度 学 特 論 ２  ◎  工業  

☆ 先 端 材 料 工 学 特 論 ２ ◎   
石 﨑 貴 裕 

工業  

 物 理 化 学 特 論 ２  ◎  工業  

☆ 
N an o- St ru ct ure  D es ig n an d 

P r o c e s s i n g 
２ ○  相 澤 龍 彦  ○ 

 High Functional Materials ２  ○ 
村 上 雅 人 

井 上 和 朗 
 ○ 

 M a t e r i a l s  C h e m i s t r y ２   ◎ 野 田 和 彦  ○ 

☆ T h i n  F i l m  P h y s i c s ２    ◎ 弓 野 健太郎  ○ 

 
M e t h o d s  i n  B i o - i n s p i r e d 

N a n o m a t e r i a l  S c i e n c e 
２ ○  松 村 一 成  ○ 

 
B a s i c  P h y s i c s  i n  

E l e c t r o n  M i c r o s c o p y 
２ ◎   下 条 雅 幸  ○ 
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＜応用化学専攻＞部門･研究指導･指導教員及び担当教員 

部    門 研  究  指  導 指導教員及び担当教員 備 考 

物 理 化 学 

応 用 光 化 学 研 究 指導教員 小 西 利 史  

応 用 電 気 化 学 研 究 指導教員 今 林 慎一郎  

有 機 電 子 移 動 化 学 研 究 指導教員 田 嶋 稔 樹  

化 学 工 学 研 究 指導教員 吉 見 靖 男  

分 離 シ ス テ ム 工 学 研 究 指導教員 野 村 幹 弘  

有 機 化 学 

反 応 有 機 化 学 研 究 指導教員 北 川   理  

有 機 材 料 化 学 研 究 指導教員 木戸脇 匡 俊  

高 分 子 材 料 化 学 研 究 指導教員 永   直 文  

超 分 子 化 学 研 究 指導教員 中 村 朝 夫  

生 体 分 子 化 学 研 究 指導教員 幡 野 明 彦  

分 析 化 学 環 境 分 析 化 学 研 究 指導教員 正 留   隆  

生 物 化 学 

生 命 化 学 研 究 指導教員 山 下 光 雄  

ケミカルバイオロジー研究 指導教員 濱 崎 啓 太  

無 機 化 学 

無 機 物 質 化 学 研 究 指導教員 大 石 知 司  

無 機 材 料 化 学 研 究 指導教員 清 野   肇  

分 子 集 合 学 研 究 指導教員 堀   顕 子  

 



―40― 

授業科目･担当教員･単位数･開講期 

授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語
実施 

前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

☆ 応 用 電 気 化 学 特 論 １ ２ ○  
今 林 慎一郎 

理科  

 応 用 電 気 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ 化 学 工 学 特 論 ２ ○  
吉 見 靖 男 

理科  

 生 体 化 学 工 学 特 論 ２  ○ 理科  

☆ 反 応 有 機 化 学 特 論 １ ２ ○  
北 川   理 

理科  

 反 応 有 機 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ 高 分 子 材 料 化 学 特 論 １ ２ ◎   
永   直 文 

理科  

 高 分 子 材 料 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ 超 分 子 化 学 特 論 １ ２ ○  
中 村 朝 夫 

理科  

 超 分 子 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ 応 用 光 化 学 特 論 １ ２ ○  
小 西 利 史 

理科  

 応 用 光 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ 環 境 分 析 化 学 特 論 １ ２ ○  
正 留   隆 

理科  

 環 境 分 析 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ 生 命 化 学 特 論 １ ２ ○  
山 下 光 雄 

理科  

 生 命 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー 特 論 ２ ○  濱 崎 啓 太 理科  

☆ 無 機 物 質 化 学 特 論 １ ２ ○  
大 石 知 司 

理科  

 無 機 物 質 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ エ ネ ル ギ ー 工 学 特 論 １ ２  ◎  
野 村 幹 弘 

理科  

 エ ネ ル ギ ー 工 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ 生 体 分 子 化 学 特 論 １ ２ ○  
幡 野 明 彦 

理科  

 生 体 分 子 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ 有 機 材 料 化 学 特 論 １ ２ ○  
木戸脇 匡 俊 

理科  

 有 機 材 料 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ 有 機 電 子 移 動 化 学 特 論 １ ２ ○  
田 嶋 稔 樹 

理科  

 有 機 電 子 移 動 化 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

☆ 無 機 材 料 化 学 特 論 １ ２ ○  
清 野   肇 

理科  

 無 機 材 料 化 学 特 論２ ２  ○ 理科  

☆ 分 子 集 合 学 特 論 １ ２ ○  
堀   顕 子 

理科  

 分 子 集 合 学 特 論 ２ ２  ○ 理科  

 Bioelectronics Based on Chemical Engineering ２  ○ 吉 見 靖 男  〇 

 Environmental Analytical Chemistry ２ ○  正 留   隆  〇 

 B i o o r g a n i c  P h o t o c h e m i s t r y ２  ○ 中 村 朝 夫  〇 

 C h e m i c a l  B i o l o g y ２  ○ 濱 崎 啓 太  〇 

 L i f e  S c i e n c e ２  ○ 山 下 光 雄  〇 

 
Ene rgy an d Water  Treatme nt    

Based on Chemical Engineering 
２  ○ 野 村 幹 弘  〇 

 Inorganic Materials Chemistry ２  ○ 大 石 知 司  〇 

 B a s i c  E l e c t r o c h e m i s t r y ２  ○ 今 林 慎一郎  〇 

 O r g a n i c  S t e r e o c h e m i s t r y ２ ○  北 川   理  〇 

 Chemistry of Solid State Materials ２ ○  清 野   肇  〇 

 P o l y m e r   C h e m i s t r y ２ ○  永   直 文  〇 

 E n z y m e  E n g i n e e r i n g ２  ○ 幡 野 明 彦  〇 
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＜機械工学専攻＞部門･研究指導･指導教員及び担当教員 

部     門 研  究  指  導 指導教員及び担当教員 備 考 

力学・材料・加工 

機 械 材 料 物 性 工 学 研 究 指導教員 高 﨑 明 人  

機 械 動 力 学 研 究 指導教員 細 矢 直 基  

最 適 シ ス テ ム 設 計 研 究 指導教員 長谷川 浩 志  

粒 状 体 力 学 研 究 指導教員 佐 伯 暢 人  

環 境 材 料 工 学 研 究 指導教員 藤 木   章  

固 体 力 学 研 究 指導教員 坂 上 賢 一  

強 度 設 計 学 研 究 指導教員 橋 村 真 治  

材 料 信 頼 性 工 学 研 究 指導教員 宇都宮 登 雄  

材 料 加 工 学 研 究 指導教員 青 木 孝史朗  

流体・熱・エネルギー 

熱 流 体 工 学 研 究 指導教員 角 田 和 巳  

マ イ ク ロ 熱 流 体 工 学 研 究 指導教員 丹 下   学  

流 体 応 用 工 学 研 究 指導教員 諏 訪 好 英  

熱 プ ロ セ ス 工 学 研 究 指導教員 君 島 真 仁  

エ ネ ル ギ ー 環 境 工 学 研 究 指導教員 矢 作 裕 司  

光 エ ネ ル ギ ー 工 学 研 究 指導教員 山 田   純  

エ ネ ル ギ ー 移 動 工 学 研 究 指導教員 田 中 耕太郎  

燃 焼 工 学 研 究 指導教員 斎 藤 寛 泰  

制御・情報・知能 

流 体 制 御 工 学 研 究 指導教員 川 上 幸 男  

動的システム制御理論研究 指導教員 伊 藤 和 寿  

ロ ボ ッ ト 制 御 工 学 研 究 指導教員 内 村   裕  

知 能 機 械 シ ス テ ム 研 究 指導教員 松日楽 信 人  

高 性 能 制 御 工 学 研 究 指導教員 島 田   明  

宇 宙 探 査 ロ ボ ッ ト 研 究 指導教員 飯 塚 浩二郎  

人間工学・ライフサポート 

ヒューマンファクター研究  指導教員 春 日 伸 予  

ヒ ュ ー マ ン マ シ ン 

イ ン タ フ ェ ー ス 研 究  
指導教員 廣 瀬 敏 也  

福 祉 工 学 研 究 指導教員 山 本 紳一郎  

生 体 機 能 工 学 研 究 指導教員 山 本 創 太  

細 胞 デ バ イ ス 研 究 指導教員 二 井 信 行  

デ ザ イ ン 

プ ロ ダ ク ト デ ザ イ ン 研 究 

指導教員 増 成 和 敏 

 

指導教員 古 屋   繁 

指導教員 吉 武 良 治 

指導教員 橋 田 規 子 

指導教員 梁   元 碩 

 櫻 木   新 

形 状 創 製 工 学 研 究 指導教員 安 齋 正 博  

金 型 工 学 研 究 
指導教員 戸 澤 幸 一 

 
指導教員 澤   武 一 

マ イ ク ロ 製 造 工 学 研 究 指導教員 相 澤 龍 彦  

ナ ノ ・ マ イ ク ロ 

レ ー ザ ー 応 用 工 学 研 究 指導教員 松 尾 繁 樹  

熱 物 質 移 動 工 学 研 究 指導教員 小 野 直 樹  

マイクロロボティクス研究 指導教員 長 澤 純 人  

知 能 材 料 学 研 究 指導教員 前 田 真 吾  
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授業科目･担当教員･単位数･開講期 

授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語
実施 前 期 後 期 

☆ 振 動 工 学 特 論 ２ ○  細 矢 直 基 工業  

☆ 計 算 工 学 特 論 ２  ○ 長谷川 浩 志 工業  

☆ 強 度 設 計 学 特 論 ２ ○  橋 村 真 治 工業  

 計 算 力 学 特 論 １ ２ ○  竹 村 信 一 工業  

 計 算 力 学 特 論 ２ ２  ○ 竹 村 信 一 工業  

☆ 応 用 気 体 力 学 特 論 ２ ○  角 田 和 巳 工業  

☆ 機 械 制 御 工 学 特 論 ２ ○  内 村   裕 工業  

☆ エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学 特 論 ２ ○  君 島 真 仁 工業  

☆ 燃 焼 工 学 特 論 ２ ○  矢 作 裕 司 工業  

☆ ふ く 射 伝 播 工 学 特 論 ２ ○  山 田   純 工業  

☆ 移 動 現 象 論 ２  ○ 田 中 耕太郎 工業  

☆ 材 料 加 工 論 ２ ○  青 木 孝史朗 工業  

☆ 細 胞 デ バ イ ス 特 論 ２  ○ 二 井 信 行   

☆ 流 体 制 御 工 学 特 論 ２ ○  川 上 幸 男 工業  

☆ 社 会 調 査 と デ ー タ 分 析 ２ 2017年度休講 春 日 伸 予   

☆ 熱 機 関 工 学 特 論 ２ 2017年度休講 斎 藤 寛 泰   

☆ 機 械 力 学 特 論 ２  ○ 佐 伯 暢 人 工業  

☆ 形 状 創 製 工 学 特 論 ２  ○ 安 齋 正 博   

☆ 金 型 工 学 特 論 ２ ○  戸 澤 幸 一   

☆ レ ー ザ ー 工 学 特 論 ２  ○ 松 尾 繁 樹 工業  

☆ 高 性 能 制 御 工 学 特 論 ２ ○  島 田   明   

☆ プ ロ ダ ク ト デ ザ イ ン 特 論 ２ ○  増 成 和 敏   

☆ 固 体 力 学 特 論 ２ ○  坂 上 賢 一   

☆ 機 械 機 能 材 料 特 論 ２ 2017年度休講 藤 木   章   

☆ 知 能 機 械 シ ス テ ム 特 論 ２ 〇  松日楽 信 人   

☆ 製 品 計 画 特 論 ２ ○  古 屋   繁   

☆ マ イ ク ロ マ シ ン 工 学 特 論 ２ ○  長 澤 純 人   

☆ イ ン タ フ ェ ー ス デ ザ イ ン 特 論 ２ ○  梁   元 碩   

☆ 精 密 シ ス テ ム デ ザ イ ン 特 論 ２  ○ 澤   武 一   

☆ 人 間 中 心 設 計 特 論 ２  ○ 吉 武 良 治   

☆ エ モ ー シ ョ ナ ル デ ザ イ ン 特 論 ２  ○ 橋 田 規 子   

 ク リ テ ィ カ ル シ ン キ ン グ 特 論 ２  ○ 櫻 木   新   

☆ 材 料 信 頼 性 特 論 ２  ○ 宇都宮 登 雄   

☆ テ ラ メ カ ニ ク ス 特 論 ２  ○ 飯 塚 浩二郎   

☆ A d v a n c e d  M a t e r i a l s  S c i e n c e ２  ◎  高 﨑 明 人  ○ 

☆ Neuro-Rehabilitation Engineering ２ ○  山 本 紳一郎  ○ 

☆ H u m a n - M a c h i n e  S y s t e m ２  ○ 廣 瀬 敏 也  ○ 

☆ Biomechanics & Injury Prevention ２ ○  山 本 創 太  ○ 

☆ Experimental Thermo-fluid Engineering ２  ○ 丹 下   学  ○ 

☆ Advanced Micro and Nano Machine ２ ○  前 田 真 吾  ○ 

☆ T r a n s p o r t  P h e n o m e n a ２  ○ 田 中 耕太郎  ○ 

☆ Advanced Applications of Fluid Engineering ２  ○ 諏 訪 好 英  ○ 

☆ Adaptive and Optimal Control ２ ○  伊 藤 和 寿  ○ 

☆ Microscale Transport Phenomena ２  ○ 小 野 直 樹  ○ 

 A d v a n c e d  H e a t  T r a n s f e r ２  ○ 山 田   純  ○ 

 H u m a n - C e n t r i c  R o b o t i c s ２ ○  松日楽 信 人  ○ 

 M i c r o s c a l e  F l u i d  M e c h a n i c s ２  ○ 小 野 直 樹  ○ 

☆ Micro-Manufacturing and Meta-Materials ２  ○ 相 澤 龍 彦  ○ 
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＜建設工学専攻＞部門･研究指導･指導教員及び担当教員 

部     門 研  究  指  導 指導教員及び担当教員 備 考 

建 築 計 画 
※  建E A 築 計 画 研 究 指導教員 南   一 誠  

A ※  住E A 環 境 計 画 研 究 指導教員 清 水 郁 郎  

建 築 設 計 

A ※  建E A 築 設 計 研 究 

指導教員 赤 堀   忍 

 

指導教員 西 沢 大 良 

指導教員 堀 越 英 嗣 

指導教員 郷 田 修 身 

指導教員 原 田 真 宏 

A ※  建E A 築 設 計 情 報 研 究 指導教員 澤 田 英 行  

A ※  建E A 築 計 画 情 報 研 究 指導教員 菊 池   誠  

※ 空 間 デ ザ イ ン 研 究 
指導教員 谷 口 大 造 

 
指導教員 前 田 英 寿 

建 築 史 A ※  建E A 築 史 研 究 
指導教員 藤 澤   彰 

 
指導教員 伊 藤 洋 子 

建 築 環 境 設 備 

建 築 ・ 地 域 シ ス テ ム 研 究 指導教員 村 上 公 哉  

建 築 環 境 工 学 研 究 

指導教員 西 村 直 也 

 指導教員 秋 元 孝 之 

指導教員 古 屋   浩 

建 築 構 造 

建 築 構 造 研 究 
指導教員 隈 澤 文 俊 

 
指導教員 椛 山 健 二 

建 築 地 震 防 災 研 究 指導教員 岸 田 慎 司  

建 築 地 盤 振 動 工 学 研 究 指導教員 土 方 勝一郎  

建 築 構 造 計 画 研 究 指導教員 小 澤 雄 樹  

生 産 工 学 

材 料 施 工 研 究 
指導教員 本 橋 健 司 

 
指導教員 濱 崎   仁 

生 産 シ ス テ ム 研 究 
指導教員 蟹 澤 宏 剛 

 
指導教員 志 手 一 哉 

社 会 基 盤 施 設 

土 木 構 造 研 究 
指導教員 紺 野 克 昭 

 
指導教員 穴 見 健 吾 

建 設 複 合 材 料 研 究 指導教員 伊代田 岳 史  

コ ン ク リ ー ト 構 造 研 究 指導教員 勝 木   太  

地 盤 基 礎 工 学 研 究 指導教員 並 河   努  

地 域 ・ 環 境 計 画 

水 工 学 研 究 指導教員 宮 本 仁 志  

都 市 環 境 工 学 研 究 
指導教員 守 田   優 

 
指導教員 三 浦 昌 生 

空 間 情 報 工 学 研 究 
指導教員 安 納 住 子 

 
指導教員 中 川 雅 史 

※ 環 境 基 盤 研 究 

指導教員 栗 島 英 明 

 指導教員 中 口 毅 博 

指導教員 増 田 幸 宏 

土 木 計 画 研 究 
指導教員 岩 倉 成 志 

 
指導教員 遠 藤   玲 

都 市 計 画 

A ※  都E A 市 計 画 研 究 

指導教員 志 村 秀 明 

 
指導教員 佐 藤 宏 亮 

指導教員 桑 田   仁 

指導教員 作 山   康 

A ※  都E A 市 デ ザ イ ン 研 究 
指導教員 篠 崎 道 彦  

指導教員 鈴 木 俊 治  

A ※  地E A 域 情 報 研 究 指導教員 中 村 広 幸  

A ※  地E A 域 安 全 研 究 指導教員 中 村   仁  

※印の研究指導は特別演習のみで12単位 
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授業科目･担当教員･単位数･開講期 
注）「選択必修」については、原則として「建設工学基礎」を履修すること。 

「建設工学基礎」以外の科目を「選択必修」科目として履修する場合は、専攻主任の承認を得ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

☆ 建 築 計 画 特 論 

 

2 ◎   南   一 誠 

 

工業  選択必修 

☆ 住 環 境 計 画 特 論 

 

2 ○  清 水 郁 郎 

 

  選択必修 

☆ 建 築 設 計 特 論 １ 2 ○  
郷 田 修 身 

原 田 真 宏 
 

 
選択必修 

☆ 建 築 設 計 特 論 ２ 2  ○ 
赤 堀   忍 

日 埜 直 彦 

 

工業 
 

選択必修 

☆ 近 代 都 市 設 計 特 論 2  ○ 
堀 越 英 嗣 

西 沢 大 良 
 

 
選択必修 

☆ 建 築 思 潮 特 論 

 

2  ○ 菊 池   誠 工業   

☆ 建 築 設 計 情 報 特 論 2 ○  澤 田 英 行 工業   

 建築・地域プロジェクト演習 2 ◎   

澤 田 英 行 

作 山   康 

鈴 木 俊 治 

工業 

 

 

☆ 空 間 デ ザ イ ン 特 論 2 ○  
谷 口 大 造 

前 田 英 寿 
 

 
選択必修 

 構 造 設 計 特 論 2 ○  

中 澤 昭 伸 

木 下 洋 介 

アラン・バーデン 

 

 

 

 近 代 建 築 論 特 論 １ 2 ○  矢 代 真 己    

 近 代 建 築 論 特 論 ２ 2  ○ 辻   泰  岳     

 設 計 と 実 務 2 ○ 
原 田 真 宏 

前 田 英 寿 
 

 
 

 建 設 工 学 演 習 ・ デザ イン １ 4 ○  

谷 口 大 造 

郷 田 修 身 

前 田 英 寿 

納 谷   学 

工業 

 

 

 建設工学演習・デザイン２ a 2 ◎   

澤 田 英 行 

赤 堀   忍 

川 辺 直 哉 

鈴 木 丈 晴 

工業 

 

 

 建設工学演習・デザイン２ b 2  ◎  

澤 田 英 行 

赤 堀   忍 

川 辺 直 哉 

鈴 木 丈 晴 

工業 

 

 

☆ 建 築 史 特 論 2 ○  藤 澤   彰 工業  選択必修 

☆ 建 築 ・ 都 市 デ ザ イン 史特 論 2  ○ 伊 藤 洋 子 工業  選択必修 

☆ 建 築 環 境 工 学 特 論 １ 2 ○  西 村 直 也 工業  選択必修 

☆ 建 築 環 境 工 学 特 論 ２ 2  ○ 秋 元 孝 之 工業  選択必修 

☆ 建 築 環 境 工 学 特 論 ３ 2 ○  古 屋   浩    

☆ 地 域 環 境 シ ス テ ム計 画特 論 2  ○ 村 上 公 哉 工業  選択必修 
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授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

 環 境 設 計 演 習 １ 2 ○  近 藤 武 士    

 環 境 設 計 演 習 ２ 2  ○ 橘   雅 哉    

☆ 地盤 -建築基礎振動工学特論 2 ○  土 方 勝一郎    

☆ 建 築 空 間 構 造 特 論 2  ○ 小 澤 雄 樹    

☆ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 特 論 2  ○ 岸 田 慎 司 工業   

☆ 建 築 構 造 解 析 特 論 2  ○ 椛 山 健 二 工業   

☆ 構 造 振 動 学 特 論 2  ○ 隈 澤 文 俊 工業   

☆ 建 築 構 造 計 画 特 論 2 2017年度休講  工業   

 建 築 構 造 特 論 2 ○  山 田   哲    

 鋼 構 造 建 物 設 計 特 別 演 習 2 ○  伊 藤 栄 俊    

 特 殊 構 造 建 物 設 計 特 別 演 習 2  ○ 木 林 長 仁    

☆ 材 料 施 工 特 論 2  ○ 濱 崎   仁 工業   

☆ 建 築 生 産 特 論 1 2 ◎   志 手 一 哉 工業   

☆ 建 築 生 産 特 論 ２ 2  ◎  蟹 澤 宏 剛   選択必修 

☆ 建 築 材 料 特 論 2 ○  本 橋 健 司   選択必修 

☆ コ ン ク リ ー ト 材 料 科 学 特 論 2  ○ 伊代田 岳 史 工業   

 構 造 物 建 設 特 論 2 ◎   伊代田 岳 史    

 地 下 空 間 工 学 特 論 2 2017年度休講     

☆ 地 盤 基 礎 工 学 特 論 2 2017年度休講  工業   

 地 盤 解 析 学 特 論 2  ○ 稲 積 真 哉 工業   

☆ コ ン ク リ ー ト 工 学 特 論 2  ○ 勝 木   太 工業   

☆ 地 盤 振 動 工 学 特 論 2  ○ 紺 野 克 昭 工業  選択必修 

☆ 地 盤 耐 震 工 学 特 論 2 ○  並 河   努    

 応 用 地 質 学 特 論 2 ○  笹 田 政 克    

 鋼 構 造 特 論 2  ○ 
島 村 和 夫 

西 土 隆 幸 
 

 
 

☆ 鋼 構 造 物 の 耐 久 性 設 計 特 論 2 ○  穴 見 健 吾    

☆ 地 理 情 報 特 論 2 ○  安 納 住 子 工業   

☆ 交 通 計 画 特 論 2 ◎   岩 倉 成 志 工業  選択必修 

☆ 都 市 マ ネ ジ メ ン ト 特 論 2 ○  遠 藤   玲 工業  選択必修 

☆ 空 間 情 報 構 築 特 論 2 ○  中 川 雅 史    

☆ 水 圏 環 境 特 論 2 ○  宮 本 仁 志 工業   

☆ 地 域 環 境 教 育 特 論 2 ◎   中 口 毅 博 工業   

☆ 環 境 基 盤 特 論 2  ○ 増 田 幸 宏 工業   

☆ 都 市 環 境 工 学 特 論 １ 2 ○  守 田   優 工業  選択必修 

☆ 都 市 環 境 工 学 特 論 ２ 2 ○  三 浦 昌 生 工業  選択必修 

☆ 地 域 環 境 経 営 特 論 2  ○ 栗 島 英 明 工業  選択必修 
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授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

☆ ま ち づ く り 特 論 2 ○  志 村 秀 明 工業  選択必修 

☆ 地 域 計 画 特 論 2  ○ 佐 藤 宏 亮    

☆ 市 街 地 整 備 計 画 特 論 2  ○ 作 山   康   選択必修 

☆ 土 地 利 用 計 画 特 論 2  ◎  中 村   仁 工業  選択必修 

☆ 環 境 設 計 特 論 2  ◎  鈴 木 俊 治 工業  選択必修 

 都 市 計 画 総 論 2 ◎   

桑 田   仁 

志 村 秀 明 

遠 藤   玲 

岩 倉 成 志 

中 村   仁 

作 山   康 

佐 藤 宏 亮 

工業 

 

選択必修 

☆ 空 間 計 画 特 論 2  ○ 
篠 崎 道 彦 

桑 田   仁 
工業 

 
選択必修 

☆ 地 域 情 報 特 論 2 ○  中 村 広 幸 工業  選択必修 

 
Urban and Regional Development 

i n  I n f r o m a t i o n  A g e 
2  ○ 中 村 広 幸 工業 

 
選択必修 

 地 域 政 策 特 論 2  ◎  大 内   浩 工業   

 建設工学演習・プランニング 4  ○ 

佐 藤 宏 亮 

遠 藤   玲 

中 村   仁 

志 村 秀 明 

桑 田   仁 

作 山   康 

田 口 博 之 

工業 

 

 

 建 設 工 学 基 礎 2 ○  
本 橋 健 司 

紺 野 克 昭 
工業 

 
選択必修 

 イ ン タ ー ン シ ッ プ 1 2 ○ 

堀 越 英 嗣 

蟹 澤 宏 剛 

郷 田 修 身 

 

 

 

 イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 2 ○ 

堀 越 英 嗣 

蟹 澤 宏 剛 

郷 田 修 身 

    

 

 

 

 イ ン タ ー ン シ ッ プ 3 2 ○ 

堀 越 英 嗣 

蟹 澤 宏 剛 

郷 田 修 身 

 

 

 

 

 イ ン タ ー ン シ ッ プ 4 2 ○ 

堀 越 英 嗣 

蟹 澤 宏 剛 

郷 田 修 身 
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授 業 科 目 単位数 

開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

 g P B L  i n  C h i n a ( a )  2 

実施時期・履修登録等に

ついては内容が決まり

次第、掲示等で案内する 

南   一 誠  ○  

 g P B L  i n  C h i n a ( b )  2 

実施時期・履修登録等に

ついては内容が決まり

次第、掲示等で案内する 

南   一 誠  ○  

 
Architectural Design Theory and 

P r a c t i c e  
2  ○ 南   一 誠  ○  

 Building Construction System and Construction Technologies in Japan  2 2017年度休講 
山 崎 雄 介 

南   一 誠 
 ○  

☆ A r c h i t e c t u r a l  P l a n n i n g  2 ◎   南   一 誠  ○  

 Life Cycle Design and Management of Housing  2 2017年度休講 
村 上   心 

南   一 誠 
 ○  

☆ Housing and Environmental 

 

2  ○ 清 水 郁 郎  ○  

 g P B L  i n  A s i a  2 

実施時期・履修登録等に

ついては内容が決まり

次第、掲示等で案内する 

南   一 誠  ○  

 g P B L  i n  E u r o p e 2 

実施時期・履修登録等に

ついては内容が決まり

次第、掲示等で案内する 

南   一 誠  ○  

☆ 
A r c h i t e c t u r a l  E n v i r o n m e n t 

P l a n n i n g  
2 ○  

赤 堀   忍 

西 沢 大 良 

 

 ○  

 
Architectural Planning and Culture in 

J a p a n  
2  ○ 松 下 希 和  ○  

 Exchange program with ENSAPB(a)  2 

実施時期・履修登録等に

ついては内容が決まり

次第、掲示等で案内する 

赤 堀   忍 

青 島 啓 太 
 ○ 

受け入れ 

(隔年開講) 

 Exchange program with ENSAPB(b)  2 
赤 堀   忍 

青 島 啓 太 
 ○ 

送り出し 

(隔年開講) 

 
E x c h a n g e  p r o g r a m  w i t h  H a n y a n g 

U n i v e r s i t y ( a )  
2 

赤 堀   忍 

桑 田   仁 

 

 ○ 
受け入れ 

(隔年開講) 

 
E x c h a n g e  p r o g r a m  w i t h  H a n y a n g 

U n i v e r s i t y ( b )  
2 

赤 堀   忍 

桑 田   仁 

 

 ○ 
送り出し 

(隔年開講) 

 
E x c h a n g e  P r o g r a m  w i t h  L ' A q u i l a 

U n i v e r s i t y ( a )  
2 

伊 藤 洋 子 

佐 藤 宏 亮 
 ○ 

受け入れ 

(隔年開講) 

 
E x c h a n g e  P r o g r a m  w i t h  L ' A q u i l a 

U n i v e r s i t y ( b )  
2 

伊 藤 洋 子 

佐 藤 宏 亮 
 ○ 

送り出し 

(隔年開講) 

 Exchange program with MARHI(a)  2 
西 沢 大 良 

海 法   圭 
 ○ 

受け入れ 

(隔年開講) 

 Exchange program with MARHI(ｂ)  2 
西 沢 大 良 

海 法   圭 
 ○ 

送り出し 

(隔年開講) 

☆ History of Architecture and Urban 

 

2  ○ 伊 藤 洋 子  ○ 選択必修 

☆ 
H e a t i n g , V e n t i l a t i o n , a n d  A i r 

C o n d i t i o n i n g  
2  ○ 

村 上 公 哉 

秋 元 孝 之 
 ○  
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授 業 科 目 単位数 

開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

☆ Geotechnical Engineering  2  ○ 並 河   努   ○  

☆ Durability Design for Steel Structures 2 ○  穴 見 健 吾  ○  

☆ S c i e n c e  o f  C o n c r e t e  M a t e r i a l 2  ○ 伊代田 岳 史  ○  

☆ Environmental Hydraulics  2 ○  宮 本 仁 志  ○  

☆ Environmental Hydrology  2  ○ 守 田   優  ○  

 Urban Environmental Engineering 1 2 ○  守 田   優  ○  

☆ Urban Environment and Building Environment  2  ○ 三 浦 昌 生  ○  

☆ Urban Planning and Design  2  ○ 
篠 崎 道 彦 

前 田 英 寿 

 

 ○  

 C o m m u n i t y  D e s i g n  2  ○ 志 村 秀 明  ○  

☆ Spatial Planning for Disaster Risk Reduction 2 ◎   中 村   仁  ○ 選択必修 

 I n t e r n s h i p  a  2 ○ 

本 橋 健 司 

守 田   優 

南   一 誠 

赤 堀   忍 

中 村   仁 

 ○  

 I n t e r n s h i p  b  2 ○ 

本 橋 健 司 

守 田   優 

南   一 誠 

赤 堀   忍 

中 村   仁 

 ○  

 I n t e r n s h i p  c  2 ○ 

本 橋 健 司 

守 田   優 

南   一 誠 

赤 堀   忍 

中 村   仁 

 ○  

 I n t e r n s h i p  d  2 ○ 

本 橋 健 司 

守 田   優 

南   一 誠 

赤 堀   忍 

中 村   仁 

 ○  
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授 業 科 目 単位数 

開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

 Lecture of Civil Engineering  2  ○ 

穴 見 健 吾 

伊代田 岳 史 

紺 野 克 昭 

並 河   努 

遠 藤   玲 

宮 本 仁 志 

安 納 住 子 

守 田   優 

岩 倉 成 志 

中 川 雅 史 

 ○  

 P l a c e m a k i n g  S t u d i e s  2 ○  鈴 木 俊 治  ○  
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＜システム理工学専攻＞部門・研究指導・指導教員及び担当教員 
部 門 研  究  指  導 指導教員及び担当教員 備考 

機 械 制 御 

シ ス テ ム デ ザ イ ン 研 究
指 導教員 長 谷 川 浩 志 

渡 邉 大 

先 端 メ カ ト ロ ニ ク ス 研 究 指 導教員 足 立 吉 隆 

流 体 制 御 シ ス テ ム 研 究 指 導教員 川 上 幸 男 

制 御 シ ス テ ム 研 究 指 導教員 陳 新 開 

運 転 支 援 シ ス テ ム 研 究 指 導教員 伊 東 敏 夫 

細 胞 生 理 制 御 シ ス テ ム 研 究 指 導教員 吉 村 建 二 郎 

ロ ボ テ ィ ク ス シ ス テ ム 研 究 指 導教員 飯 塚 浩 二 郎 

電 子 情 報 

信 号 処 理 シ ス テ ム 研 究 指 導教員 渡 部 英 二 

医 用 超 音 波 工 学 研 究 指 導教員 田 中 直 彦 

情 報 通 信 デ ザ イ ン 研 究 指 導教員 間 野 一 則 

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 工 学 研 究 

指 導教員 新 津 善 弘 

指 導教員 三 好  匠 

指 導教員 井 上 雅 裕 

問 題 解 決 シ ス テ ム 研 究 
指 導教員 相 場  亮 

鈴 木 徹 也 

ビジュアル情報処理システム研究 指 導教員 高 橋 正 信 

宇 宙 観 測 シ ス テ ム 研 究 
指 導教員 

指 導教員 

吉 田 健 二 

久 保 田 あ や 

量 子 情 報 シ ス テ ム 研 究 指 導教員 木 村  元 

多様性コミュニケーション研究 
指 導教員 山 崎 敦 子 

村 上 嘉 代 子 

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 研 究 指 導教員 松 浦 佐 江 子 

M a t e r i a l s  f o r  E n e r g y  a n d 
E n v i r o n m e n t 

指 導教員 ミリアラ ムラリダ

H i g h - p r e s s u r e  M a t e r i a l 

S c i e n c e  R e s e a r c h 
指 導教員 山 本 文 子 

Electronic Circuits and Systems 
D e s i g n 

指 導教員 ニコデムス レディアン 

社 会 ・ 環 境 

社 会 デ ザ イ ン 研 究 

指 導教員 中 井  豊 

池 田 將 明 

江 口  潔 

社 会 数 理 シ ス テ ム 研 究 指 導教員 武 藤 正 義 

経 済 シ ス テ ム 論 研 究 
指 導教員 小 山 友 介 

谷 田 川 ル ミ

都 市 環 境 シ ス テ ム 研 究 指 導教員 三 浦 昌 生 

環 境 政 策 研 究 指 導教員 中 口 毅 博 

生 命 科 学 

生 体 制 御 シ ス テ ム 研 究 
指 導教員 柴 田 政 廣 

指 導教員 渡 邉 宣 夫 

生 命 機 能 シ ス テ ム 研 究  

生 命 創 薬 科 学 研 究 
指 導教員 須 原 義 智 

廣 田 佳 久 

分 子 細 胞 生 物 学 研 究 指 導教員 福 井 浩 二 

福 祉 支 援 シ ス テ ム 研 究 

指 導教員 花 房 昭 彦 

指 導教員 山 本 紳 一 郎 

指 導教員 赤 木 亮 太 

生 体 高 分 子 学 研 究 指 導教員 岩 田 健 一 

食 品 科 学 研 究 指 導教員 越 阪 部 奈 緒 美 

環 境 生 命 科 学 研 究 指 導教員 布 施 博 之 

生 体 制 御 研 究 
指 導教員 新 海  正 

奥 田 宏 志 

医 用 高 分 子 化 学 研 究 指 導教員 中 村 朝 夫 
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部 門 研  究  指  導 指導教員及び担当教員 備考 

数 理 科 学 

応 用 数 理 研 究 

指 導教員 亀 子 正 喜 

指 導教員 横 田 壽 

指 導 教 員 尾 崎 克 久 

指 導教員 松 田 晴 英 

指 導教員 福 田 亜 希 子 

江 上 繁 樹 

井 戸 川 知 之 

数 理 フ ァ イ ナ ン ス 研 究 指 導教員 

数 理 制 御 研 究 指 導教員 翟  貴 生 

数 理 物 理 研 究 指 導教員 鈴 木 達 夫 

非 線 形 解 析 研 究 
指 導教員 竹 内 慎 吾 

榎 本 裕 子 

数 理 解 析 研 究 指 導教員 石 渡 哲 哉 

複 素 偏 微 分 方 程 式 研 究 指 導教員 山 澤 浩 司 
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授業科目･担当教員･単位数･開講期 

授 業 科 目 
単
位
数 

開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

シ ス テ ム 工 学 特 論 ２ ○ 

長谷川 浩 志 

工業 ○ 
日英 

必修 
相 場   亮 

井 上 雅 裕 

古 川   修 

シ ス テ ム 工 学 特 別 演 習 ２ ○ 

山 本 紳一郎 

工業 ○ 
日英 

必修 

長谷川 浩 志 

井戸川 知 之 

井 上 雅 裕 

越阪部 奈緒美 

小 山 友 介 

間 野 一 則 

山 崎 敦 子 

古 川   修 

村 上 嘉代子 

☆ 創 造 的 工 学 設 計 論 ２ ◎ 長谷川 浩 志 工業 

連 続 体 力 学 特 論 ２ ○ 渡 邉 大 

☆ 先 端 メ カ ト ロ ニ ク ス 特 論 ２ ○ 足 立 吉 隆 工業 

☆ 流 体 制 御 シ ス テ ム 特 論 ２ ○ 川 上 幸 男 理科 

☆ 制 御 シ ス テ ム 特 論 ２ ◎ 陳 新 開 

☆ 細 胞 生 理 制 御 シ ス テ ム 特 論 ２ ◎ 吉 村 建二郎 

☆ 信 号 処 理 特 論 ２ ◎ 渡 部 英 二 数学 

☆ 医 用 超 音 波 工 学 特 論 ２ ○ 田 中 直 彦 数学 

☆ ユビキタスネットワーク特論 ２ ○ 新 津 善 弘 工業 

☆ デ ー タ 通 信 工 学 特 論 ２ ○ 三 好 匠 工業 

☆ シ ス テ ム マ ネ ジ メ ン ト 特 論 ２ ◎ 
井 上 雅 裕 

工業 
永 谷 裕 子 

☆ 問 題 解 決 シ ス テ ム 特 論 ２ ○ 相 場 亮 工業 

制 約 プ ロ グ ラ ミ ン グ 特 論 ２ ○ 鈴 木 徹 也 工業 

☆ 画 像 応 用 シ ス テ ム 特 論 ２ ○ 高 橋 正 信 工業 

☆ 宇 宙 観 測 シ ス テ ム 特 論 ２ ○ 吉 田 健 二 理科 

☆ 宇 宙 観 測 方 法 特 論 ２ ◎ 久保田 あ や 

☆ 量 子 情 報 科 学 特 論 ２ ◎ 木 村 元 

☆ 社 会 デ ザ イ ン 特 論 ２ ○ 中 井 豊 

☆ 社 会 数 理 シ ス テ ム 特 論 ２ ○ 武 藤 正 義 

☆ 経 済 シ ス テ ム 論 特 論 ２ ○ 小 山 友 介 

プロジェクトマネジメント特論 ２ ○ 池 田 將 明 

教 育 シ ス テ ム 特 論 ２ ○ 江 口 潔 全教科 

学 校 教 育 社 会 学 特 論 ２ ○ 谷田川 ル ミ 全教科 

☆ 都 市 環 境 シ ス テ ム 特 論 ２ 2017年度休講 三 浦 昌 生 工業 

☆ 環 境 教 育 特 論 ２ ◎ 中 口 毅 博 工業 

☆ 血 液 循 環 特 論 ２ ○ 柴 田 政 廣 理科 

☆ 生 体 高 分 子 工 学 特 論 ２ ○ 岩 田 健 一 理科 

☆ 機 能 性 食 品 学 特 論 ２ ○ 越阪部 奈緒美 理科 

☆ 環 境 生 命 科 学 特 論 ２ ○ 布 施 博 之 理科 

☆ 医 用 高 分 子 化 学 特 論 ２ ○ 中 村 朝 夫 

☆ 医 用 工 学 特 論 ２ 理科 

☆ 分 子 細 胞 生 物 学 特 論 ２ ○ 福 井 浩 二 理科 
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授 業 科 目 
単
位
数 

開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

☆ 福 祉 生 体 信 号 処 理 特 論 ２ ○ 花 房 昭 彦 理科 

☆ 生 体 機 械 学 特 論 ２ ◎ 赤 木 亮 太 

☆ 老 化 ・ 老 年 学 ２ ○ 新 海 正 理科 

科 学 技 術 教 育 特 論 ２ ○ 奥 田 宏 志 理科 

☆ 生 命 創 薬 科 学 特 論 ２ ◎ 須 原 義 智 理科 

生 化 学 特 論 ２ ○ 廣 田 佳 久 

関 数 解 析 特 論 ２ ○ 井戸川 知 之 数学 

整 数 論 特 論 ２ ○ 江 上 繁 樹 数学 

☆ 情 報 数 学 特 論 ２ ◎ 尾 崎 克 久 数学 

☆ 数 値 線 形 代 数 特 論 ２ ○ 福 田 亜希子 数学 

☆ 数 理 フ ァ イ ナ ン ス 特 論 ２ ○ 藤 田 岳 彦 数学 

☆ 位 相 幾 何 学 特 論 ２ ○ 亀 子 正 喜 数学 

☆ 微 分 幾 何 学 特 論 ２ ○ 鈴 木 達 夫 数学 

☆ 非 線 形 解 析 特 論 ２ ○ 竹 内 慎 吾 数学 

☆ 数 理 解 析 特 論 ２ ○ 石 渡 哲 哉 数学 

☆ 偏 微 分 方 程 式 特 論 ２ ○ 山 澤 浩 司 数学 

解 析 学 特 論 ２ ○ 榎 本 裕 子 数学 

☆ 数 論 ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 ２ ○ 横 田 壽 数学 

☆ グ ラ フ 理 論 特 論 ２ ○ 松 田 晴 英 数学 

☆ シ ス テ ム モ デ リ ン グ 特 論 ２ ○ 松 浦 佐江子 

☆ ロ ボ テ ィ ク ス シ ス テ ム 特 論 ２ ◎ 飯 塚 浩二郎 

☆ 
E m b e d d e d  S y s t e m s 
E n g i n e e r i n g ２ ○ 井 上 雅 裕 ○ 

☆ U b i q u i t o u s  N e t w o r k i n g
S y s t e m

２ ○ 新 津 善 弘 ○ 

☆ Control Systems Engineering ２ ○ 陳 新 開 ○ 

☆ C o m p u t a t i o n a l  M o d e l s ２ ○ 相 場 亮 ○ 

☆ 
S t a t i s t i c a l  S i g n a l 
P r o c e s s i n g ２ ◎ 間 野 一 則 ○ 

☆ Data Communication Network ２ ◎ 三 好 匠 ○ 

☆ Engineering Optimization ２ ○ 長谷川 浩 志 ○ 

☆ Robotics for Medical and
R e h a b i l i t a t i o n  F i e l d

２ 

☆ Cardiovascular Engineering ２ ○ 柴 田 政 廣 ○ 

☆ 
N e u r o p h y s i o l o g y  a n d 
R e h a b i l i t a t i o n 
E n g i n e e r i n g 

２ ○ 山 本 紳一郎 ○ 

☆ W e l f a r e  E n g i n e e r i n g ２ ○ 花 房 昭 彦 ○ 

☆ A d v a n c e d  B i o f l u i d
E n g i n e e r i n g

２ ◎ 渡 邉 宣 夫 ○ 

☆ T o p i c s  i n  M a t h e m a t i c s ２ ◎ 亀 子 正 喜 ○ 

☆ 
Topics in Mathematical 
C o n t r o l ２ ○ 翟 貴 生 ○ 

☆ 
L a n g u a ge  C o m m un i c a tio n 
Studies in Engineering ２ ◎ 山 崎 敦 子 ○ 

☆ Advanced Driver Assistance
S y s t e m

２ ◎ 伊 東 敏 夫 ○ 

L a n g u a g e  I n f o r m a t i o n 
M a n a g e m e n t ２ ○ 村 上 嘉代子 ○ 

☆ 
A d v a n c e d  C o u r s e  o n 
Materials for Energy and 
E n v i r o n m e n t 

２ ◎ ミ リアラ ムラリダ ○ 

☆ H i g h - P r e s s u r e  S c i e n c e ２ ◎ 山 本 文 子 ○ 

☆ 
Electronic Circuits and 
S y s t e m s ２ ◎ ニコデムス レディアン ○
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＜国際理工学専攻＞部門･研究指導･指導教員及び担当教員 

部     門 研  究  指  導 指導教員及び担当教員 備 考 

国 際 理 工 学 国 際 理 工 学 研 究 

指導教員 高 﨑 明 人 

 

指導教員 長谷川 忠 大 

指導教員 間 野 一 則 

指導教員 上 岡 英 史 

指導教員 三 好   匠 

指導教員 ミリアラ ムラリダ 

指導教員 山 本 文 子 

指導教員 イザベラ ジェズニチカ 

指導教員 ニコデムス レディアン 

指導教員 上 野 和 良 

指導教員 横 井 秀 樹 

指導教員 石 川 博 康 

指導教員 小 池 義 和 

指導教員 高 見   弘 

指導教員 赤 津   観 

指導教員 藤 田 吾 郎 

指導教員 松 本   聡 

指導教員 西 川 宏 之 

指導教員 森 野 博 章 

指導教員 行 田 弘 一 

指導教員 広 瀬 数 秀 

指導教員 宇佐美 公 良 

指導教員 大 倉 典 子 

指導教員 木 村 昌 臣 

指導教員 安 藤 吉 伸 

指導教員 吉 見   卓 

指導教員 六 車 仁 志 

指導教員 加 納 慎一郎 

指導教員 野 田 和 彦 

指導教員 弓 野 健太郎 

指導教員 下 条 雅 幸 

指導教員 松 村 一 成 

指導教員 村 上 雅 人 

指導教員 今 林 慎一郎 

指導教員 吉 見 靖 男 

指導教員 野 村 幹 弘 

指導教員 北 川   理 

指導教員 中 村 朝 夫 

指導教員 正 留   隆 

指導教員 山 下 光 雄 

指導教員 濱 崎 啓 太 

指導教員 大 石 知 司 

指導教員 丹 下   学 

指導教員 松日楽 信 人 

指導教員 山 本 創 太 

指導教員 小 野 直 樹 

指導教員 南   一 誠 

指導教員 前 田 英 寿 

指導教員 伊 藤 洋 子  



―55― 

部     門 研  究  指  導 指導教員及び担当教員 備 考 

国 際 理 工 学 国 際 理 工 学 研 究 

指導教員 篠 崎 道 彦 

 

指導教員 中 村   仁 

指導教員 長谷川 浩 志 

指導教員 伊 藤 和 寿 

指導教員 陳   新 開 

指導教員 伊 東 敏 夫 

指導教員 新 津 善 弘 

指導教員 井 上 雅 裕 

指導教員 相 場   亮 

指導教員 山 崎 敦 子 

指導教員 柴 田 政 廣 

指導教員 渡 邉 宣 夫 

指導教員 米 田 隆 志 

指導教員 花 房 昭 彦 

指導教員 山 本 紳一郎 

指導教員 亀 子 正 喜 

指導教員 翟   貴 生 
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授業科目･担当教員･単位数･開講期 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

 国 際 理 工 学 特 論 2 ◎   

ミリアラ ムラリダ 

山 本 文 子 

イザベラ ジェズニチカ 

ニコデムス レディアン 

 ○ 必修 

 海 外 プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 2 ○ 高 﨑 明 人  ○  

☆ Advanced Materials Science 2  ◎  高 﨑 明 人  ○  

☆ Statistical Signal Processing 2 ◎   間 野 一 則  ○  

☆ M i c r o  M e c h a t r o n i c s 2   ◎ 長谷川 忠 大  ○  

☆ Ubiquitous Computing System  2 ◎   上 岡 英 史  ○  

☆ Data Communication Network 2  ◎  三 好   匠  ○  

☆ H i g h  P r e s s u r e  S c i e n c e 2  ◎  山 本 文 子  ○  

 Material Science for Engineering 2  ◎  山 本 文 子  ○  

 
Structural Inorganic Chemistry 

U n d e r  H i g h - P r e s s u r e 
2   ◎ 山 本 文 子  ○  

 
High- Pressure  Syntheti c 

Methods of Inorganic Materials 
2  ◎  山 本 文 子  ○  

 
Materials for Energy and 

E n v i r o n m e n t 
2  ◎  ミリアラ ムラリダ  ○  

 

How to Write and Publish a 

S c i e n t i f i c  P a p e r  a t 

I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l s 

2 ◎   ミリアラ ムラリダ  ○  

☆ 

Advances in Superconducting 

Cable Technology and its 

A p p l i c a t i o n s 

2   ◎ ミリアラ ムラリダ  ○  

 
Superconducting materials: 

Synthesis and Characterization 
2 ◎   ミリアラ ムラリダ  ○  

 General and Sustainable Chemistry 2  ◎  イザベラ ジェズニチカ  ○  

 Basic Molecular Spectroscopy 2  ◎  イザベラ ジェズニチカ  ○  

☆ A d v a n c e d  S p e c t r o s c o p y 2  ◎  イザベラ ジェズニチカ  ○  

☆ Electronic Circuits and Systems 2 ◎   ニコデムス レディアン  ○  

 
Mathematics for Electrical and 

Elect ronics  Engineerin g 
2 ◎   ニコデムス レディアン  ○  
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授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

 
Intensive course on Integrated 

Circuits Analysis and Design 1 
2  ◎  ニコデムス レディアン  ○  

 
Intensive course on Integrated 

Circuits Analysis and Design 2 
2   ◎ ニコデムス レディアン  ○  

☆ Microscale Fluid Mechanics 2  ○ 小 野 直 樹  ○  

☆ H u m a n - C e n t r i c  R o b o t i c s 2 ○  松日楽 信 人  ○  

☆ Biomechanics & Injury Prevention 2 ○  山 本 創 太  ○  

☆ C h e m i c a l  B i o l o g y 2  ○ 濱 崎 啓 太  ○  

☆ Inorganic Materials Chemistry 2  ○ 大 石 知 司  ○  

☆ 
Environmental Analytical 

C h e m i s t r y 
2 ○  正 留   隆  ○  

☆ 
Bioelectronics Based on 

C h e m i c a l  E n g i n e e r i n g 
2  ○ 吉 見 靖 男  ○  

☆ 
Energy and Water Treatment 

Based on Chemical Engineering 
2  ○ 野 村 幹 弘  ○  

☆ B a s i c  E l e c t r o c h e m i s t r y 2  ○ 今 林 慎一郎  ○  

☆ Orga nic  Stereoc hemistr y 2 ○  北 川   理  ○  

☆ L i f e  S c i e n c e 2  ○ 山 下 光 雄  ○  

☆ Bioorganic Photochemistry 2  ○ 中 村 朝 夫  ○  

☆ 
Advanced PM Machine， Structure 

a n d  C o n t r o l 
2  ○ 赤 津   観  ○  

☆ A d v a n c e d  P o w e r  S y s t e m 2 ○  藤 田 吾 郎  ○  

☆ Autonomous Mobile Robot System 2 ○  安 藤 吉 伸  ○  

☆ 
A d v a n c e d  Q u a n t u m‐ B e a m 

A p p l i c a t i o n s 
2  ○ 西 川 宏 之  ○  

☆ E l e c t r i c  P o w e r  C o n t r o l 2 ○  高 見   弘  ○  

☆ 
Advances in High Voltage and 

Power Apparatus Engineering 
2 ○  松 本   聡  ○  

☆ R o b o t  T a s k  ＆  S y s t e m 2  ○ 吉 見   卓  ○  

☆ Wireless Communications Network 2 ○  行 田 弘 一  ○  

☆ Advanced Electronic Circuit 2  ○ 小 池 義 和  ○  

☆ Nano Devices and Materials 2 ○  上 野 和 良  ○  

☆ Epitaxial Semiconductor Materials 2 ○  石 川 博 康  ○  

☆ Adva nced  Bioele ctronic s 2  ○ 六 車 仁 志  ○  

☆ Optical Fiber Engineering 2  ○ 横 井 秀 樹  ○  

☆ 
Advanced Information System 

E n g i n e e r i n g 
2 ○  大 倉 典 子  ○  
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授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

☆ Topics in Data Engineering 2  ○ 木 村 昌 臣  ○  

☆ Advanced Computer Architecture 2  ○ 宇佐美 公 良  ○  

☆ Advanced Antenna Engineering 2 ◎  広 瀬 数 秀  ○  

☆ Advanced Neural Engineering 2 ◎  加 納 慎一郎  ○  

 g P B L  i n  E u r o p e 2 ※ 南   一 誠  ○  

 g P B L  i n  A s i a 2 ※ 南   一 誠  ○  

 A r c h i t e c t u r a l  P l a n n i n g 2 ◎   南   一 誠  ○  

 
A r c h i t e c t u r a l  D e s i g n 

T h e o r y  a n d  P r a c t i c e 
2  ○ 南   一 誠  ○  

 
Building Construction System and 

Construction Technologies in Japan 
2 2017年休講 南   一 誠  ○  

 
L i f e  C y c l e  D e s i g n  a n d 

M a n a g e m e n t  o f  H o u s i n g 
2 2017年休講 南   一 誠  ○  

☆ 
History of Architecture and 

U r b a n  D e s i g n 
2  ○ 伊 藤 洋 子  ○  

☆ Urban Plannign and Design 2  ○ 
前 田 英 寿 

篠 崎 道 彦 
 ○  

☆ 
Spatial Planning for Disaster 

R i s k  R e d u c t i o n 
2 ◎   中 村   仁  ○  

☆ 
N e u r o p h y s i o l o g y  a n d 

Rehabilitation Engineering 
2  ○ 山 本 紳一郎  ○  

☆ 
N e u r o‐ R e h a b i l i t a t i o n 

E n g i n e e r i n g 
2 ○  山 本 紳一郎  ○  

☆ Cardiovascular Engineering 2 ○  柴 田 政 廣  ○  

☆ W e l f a r e  E n g i n e e r i n g 2  ○ 花 房 昭 彦  ○  

☆ 
Robotics for Medical and 

R e h a b i l i t a t i o n  F i e l d 
2  ○ 米 田 隆 志  ○  

☆ Ubiquitous Networking System 2 ○  新 津 善 弘  ○  

☆ Control Systems Engineering 2  ○ 陳   新 開  ○  

☆ Embedded Systems Engineering 2  ○ 井 上 雅 裕  ○  

☆ C o m p u t a t i o n a l  M o d e l s 2  ○ 相 場   亮  ○  

☆ T o p i c s  i n  M a t h e m a t i c s 2  ◎  亀 子 正 喜  ○  

☆ Topics in Mathematical Control 2 ○  翟   貴 生  ○  

☆ 
Language Communication Studies 

i n  E n g i n e e r i n g 
2 ◎   山 崎 敦 子  ○  

☆ Engineering Optimization 2  ○ 長谷川 浩 志  ○  

☆ Adaptive and Optimal Control 2 ○  伊 藤 和 寿  ○  

※掲示板等で別途案内をする。 
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授 業 科 目 単位数 
開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

☆ 
M e t h o d s  i n  B i o‐ i n s p i r e d 

N a n o m a t e r i a l  S c i e n c e 
2 ○  松 村 一 成  ○  

☆ M a t e r i a l s  C h e m i s t r y 2   ◎ 野 田 和 彦  ○  

☆ T h i n  F i l m  P h y s i c s 2   ◎ 弓 野 健太郎  ○  

☆ 
Basic Physics in Electron 

M i c r o s c o p y 
2 ◎   下 条 雅 幸  ○  

☆ High Functional Materials  2  ○ 村 上 雅 人  ○  

☆ Advanced Driver Assistance 

S  

2   ◎ 伊 藤 敏 夫  ○  

☆ E x p e r i m e n t a l  T h e r m o‐ f l u i d 

E i i  

2  ○ 丹 下   学  ○  

☆ Mobile Communication Networks  2 ○  森 野 博 章  ○  

☆ Advanced Biofluid Engineering  2  ◎  渡 邉 宣 夫  ○  
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＜副専攻プログラム科目＞ 

授業科目･担当教員･単位数･開講期 

授 業 科 目 単位数 

開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

 科 学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 ２ ○ 
山 本 文 子 

ニコデムス レディアン 
   

 
A d v a n c e d  R e s e a r c h  P a p e r  

W r i t i n g  &  P r e s e n t a t i o n 
２ ○ ○ 

山 崎 敦 子 

ミヤケ ツトム 
 ○  

 
Global Engineering Management/ 

国 際 技 術 経 営 工 学 
２  ○ 

ニコデムス レディアン 

山 本 文 子 
 ○  

 
G l o b a l  I n t e r n s h i p / 

国 際 イ ン タ ー ン シ ッ プ 
２ ○ 

イザベラ ジェズニチカ 

ミリアラ ムラリダ 
 ○ 修了要件外* 

 
I n t e n s i v e  W o r k s h o p / 

先端工学・技術経営融合型ワークショップ 
２  ○ 

ミリアラ ムラリダ 

イザベラ ジェズニチカ 
 ○ 修了要件外* 

※ 

Management of Intellectual 

Property/ 

知 的 財 産 経 営 論 

２   ◎ 田 中 秀 穂  ○ 修了要件外* 

※ I n t e r n a t i o n a l  M a r k e t i n g ２   ◎ 中 村   潤  ○ 修了要件外* 

※ 
Management of Innovation/ 

イノベーション・マネジメント論 
２  ◎  林   隆 一  ○ 修了要件外* 

※ プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト ２   ◎ 平 田 貞 代  ○ 修了要件外* 

※印はMOT(工学マネジメント研究科)との共通開講科目です。授業時間については時間割を確認してください。 

＊国際理工学専攻所属の学生は修了要件に含みます。 

＜共通科目＞ 

授業科目･担当教員･単位数･開講期 

授 業 科 目 単位数 

開 講 期 

担 当 教 員 教職 
英語 
実施 

備考 前 期 後 期 

1Q 2Q 3Q 4Q 

 国 際 P B L ２  ○ 

古 川   修 

 ○  

長谷川 浩 志 

井 上 雅 裕 

山 崎 敦 子 

間 野 一 則 

 産 学 ・ 地 域 連 携 P B L ２  ○ 

古 川   修 

   

長谷川 浩 志 

井 上 雅 裕 

山 崎 敦 子 

間 野 一 則 

 理 系 英 語 論 文 の 読 解 と 応 用 ２ ○  川 口 恵 子    

 
Ins trumenta l A nalysis  in 

Materials Characterization 
２ ○  イザベラ ジェズニチカ  ○  

 Surface and Interface Science ２  ○ イザベラ ジェズニチカ  ○  

 教 育 学 特 論 ２  ○ 岡 田 佳 子 
全教科 

選択必修 
 修了要件外 

 数学科カリキュラム・デザイン ２  ○ 牧 下 英 世 数学  修了要件外 
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博 士 (後 期) 課 程 

担 当 教 員 表 
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＜地域環境システム専攻＞研究指導分野･研究指導科目及び担当教員 
分   野 研 究 指 導 科 目 教 員 名 備 考 

地 域 環 境 計 画 

地 域 環 境 計 画 特 別 研 究 
（研究指導） 

守 田   優  

三 浦 昌 生  

篠 崎 道 彦  

村 上 公 哉  

岩 倉 成 志  

藤 澤   彰  

赤 堀   忍  

伊 藤 洋 子  

西 村 直 也  

堀 越 英 嗣  

志 村 秀 明  

南   一 誠  

蟹 澤 宏 剛  

秋 元 孝 之  

中 口 毅 博  

桑 田   仁  

遠 藤   玲  

椛 山 健 二  

菊 池   誠  

谷 口 大 造  

松 村   隆  

前 田 英 寿  

並 河   努  

古 屋   浩  

郷 田 修 身  

清 水 郁 郎  

澤 田 英 行  

中 村   仁  

原 田 真 宏  

西 沢 大 良  

栗 島 英 明  

宮 本 仁 志  

中 川 雅 史  

佐 藤 宏 亮  

作 山   康  

志 手 一 哉  

増 田 幸 宏  

鈴 木 俊 治  

都 市 環 境 形 成 史 特 論 藤 澤   彰  

都 市 環 境 形 成 史 特 論 伊 藤 洋 子  

地 圏 工 学 特 論   

都 市 環 境 制 御 特 論 守 田   優  

建 設 設 計 計 画 特 論 西 沢 大 良  

建 築 環 境 計 画 特 論 赤 堀   忍  

地 域 環 境 計 画 特 論 澤 田 英 行  

地 域 建 築 計 画 特 論 南   一 誠  

都 市 設 計 特 論 中 野 恒 明  

都 市 環 境 工 学 特 論 三 浦 昌 生  

居 住 環 境 計 画 特 論 篠 崎 道 彦  

地 域 シ ス テ ム 計 画 特 論 村 上 公 哉  

室 内 環 境 工 学 特 論 西 村 直 也  

交 通 計 画 特 論 岩 倉 成 志  

環 境 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 特 論   

都 市 環 境 衛 生 特 論 安 納 住 子  

建 築 空 間 設 計 特 論 堀 越 英 嗣  

都 市 計 画 特 論 志 村 秀 明  

建 築 構 造 計 画 特 論 椛 山 健 二  

建 築 設 計 特 論 蟹 澤 宏 剛  

エ ネ ル ギ ー ・ 資 源 循 環 計 画 特 論   

建 築 環 境 計 画 ・ 評 価 特 論 秋 元 孝 之  

環 境 マ ネ ジ メ ン ト 政 策 特 論 中 口 毅 博  

都 市 地 域 環 境 計 画 特 論   

市 街 地 環 境 計 画 特 論 桑 田   仁  
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分   野 研 究 指 導 科 目 教 員 名 備 考 

地 域 環 境 計 画 

建 築 計 画 情 報 特 論 菊 池   誠  

生 活 環 境 計 画 特 論 清 水 郁 郎  

都 市 マ ネ ジ メ ン ト 政 策 特 論 遠 藤   玲  

建 築 ・ 空 間 設 計 特 論 谷 口 大 造  

都 市 ・ 空 間 設 計 特 論 前 田 英 寿  

地 盤 防 災 工 学 特 論 並 河   努  

建 築 音 響 工 学 特 論 古 屋   浩  

建 築 ・ 住 空 間 設 計 特 論 郷 田 修 身  

地 域 安 全 計 画 特 論 中 村   仁  

建 築 環 境 設 計 特 論 原 田 真 宏  

持 続 性 地 域 特 論 栗 島 英 明  

水 圏 環 境 計 画 特 論 宮 本 仁 志  

ジ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 特 論 中 川 雅 史  

社 会 環 境 計 画 特 論 佐 藤 宏 亮  

市 街 地 整 備 計 画 特 論 作 山   康  

建 築 生 産 マ ネ ジ メ ン ト 特 論 志 手 一 哉  

環 境 基 盤 計 画 特 論 増 田 幸 宏  

環 境 計 画 設 計 特 論 鈴 木 俊 治  

環 境 材 料 工 学 

環 境 材 料 工 学 特 別 研 究 
（研究指導） 

高 﨑 明 人  

村 上 雅 人  

大 石 知 司  

正 留   隆  

中 村 朝 夫  

今 林 慎一郎  

野 田 和 彦  

永   直 文  

山 下 光 雄  

北 川   理  

松 村 一 成  

苅 谷 義 治  

野 村 幹 弘  

本 橋 健 司  

相 澤 龍 彦  

新 井   剛  

木戸脇 匡 俊  

清 野   肇  

田 嶋 稔 樹  

幡 野 明 彦  

小 西 利 史  

藤 木   章  

坂 上 賢 一  

橋 村 真 治  

宇都宮 登 雄  

ミリアラ ムラリダ  

山 本 文 子  

堀   顕 子  

濱 崎   仁  

低 公 害 表 面 処 理 特 論 野 田 和 彦  

応 用 破 壊 力 学 特 論   

材 料 制 御 設 計 学 特 論 宇都宮 登 雄  

材 料 物 性 工 学 特 論 高 﨑 明 人  

超 伝 導 材 料 特 論 村 上 雅 人  

環 境 対 応 機 能 性 薄 膜 材 料 特 論 大 石 知 司  

応 用 分 析 化 学 特 論 正 留   隆  

生 体 模 倣 材 料 化 学 特 論 中 村 朝 夫  

生 体 模 倣 材 料 工 学 特 論 松 村 一 成  

高 分 子 工 業 化 学 特 論 永   直 文  

高 信 頼 性 材 料 特 論 苅 谷 義 治  

先 端 電 気 化 学 特 論 今 林 慎一郎  

先 端 エ ネ ル ギ ー 工 学 特 論 野 村 幹 弘  

環 境 生 命 化 学 特 論 山 下 光 雄  

環 境 有 機 プ ロ セ ス 化 学 特 論 北 川   理  

環 境 応 用 光 化 学 特 論 小 西 利 史  

建 築 材 料 環 境 特 論 本 橋 健 司  

 



―65― 

分   野 研 究 指 導 科 目 教 員 名 備 考 

環 境 材 料 工 学 

先 端 有 機 材 料 化 学 特 論 木戸脇 匡 俊  

生 体 機 能 分 子 特 論 幡 野 明 彦  

環 境 対 応 生 産 工 学 特 論 相 澤 龍 彦  

資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 工 学 特 論 新 井   剛  

先 端 無 機 材 料 化 学 特 論 清 野   肇  

先 端 有 機 電 子 移 動 化 学 特 論 田 嶋 稔 樹  

環 境 材 料 特 論 藤 木   章  

応 用 固 体 力 学 特 論 坂 上 賢 一  

応 用 強 度 設 計 学 特 論 橋 村 真 治  

D e v e l o p m e n t  o f  a  N e w  C l a s s  o f 
R a r e - E a r t h - F r e e  M a g n e t s 

ミリアラ ムラリダ  

H i g h - p r e s s u re  S c i e n c e  fo r  M a t e r i a l s 山 本 文 子  

超 分 子 金 属 錯 体 特 論 堀   顕 子  

建 築 材 料 評 価 特 論 濱 崎   仁  

エネルギー環境工学 

エ ネ ル ギ ー 環 境 工 学 特 別 研 究 
（研究指導） 

入 倉   隆  

西 川 宏 之  

矢 作 裕 司  

山 田   純  

角 田 和 巳  

田 中 耕太郎  

藤 田 吾 郎  

松 本   聡  

小 野 直 樹  

君 島 真 仁  

斎 藤 寛 泰  

丹 下   学  

諏 訪 好 英  

反 応 性 ガ ス 力 学 特 論 矢 作 裕 司  

熱 流 体 工 学 特 論 角 田 和 巳  

視 覚 光 学 特 論 入 倉   隆  

エ ネ ル ギ ー 物 性 工 学 特 論 西 川 宏 之  

移 動 現 象 特 論 田 中 耕太郎  

応 用 マ イ ク ロ 輸 送 現 象 特 論 小 野 直 樹  

ふ く 射 エ ネ ル ギ ー 工 学 特 論 山 田   純  

電 力 シ ス テ ム 工 学 特 論 藤 田 吾 郎  

高 機 能 電 力 技 術 特 論 松 本   聡  

熱 プ ロ セ ス 工 学 特 論 君 島 真 仁  

反 応 性 熱 流 体 工 学 特 論 斎 藤 寛 泰  

沸 騰 熱 伝 達 工 学 特 論 丹 下   学  

流 体 シ ス テ ム 環 境 工 学 特 論 諏 訪 好 英  

環 境 防 災 工 学 

環 境 防 災 工 学 特 別 研 究 

（研究指導） 

勝 木   太  

隈 澤 文 俊  

紺 野 克 昭  

穴 見 健 吾  

岸 田 慎 司  

伊代田 岳 史  

土 方 勝一郎  

小 澤 雄 樹  

耐 震 構 造 工 学 特 論 隈 澤 文 俊  

環 境 構 成 材 料 学 特 論 勝 木   太  

地 盤 振 動 工 学 特 論 紺 野 克 昭  

耐 震 工 学 特 論 岸 田 慎 司  

土 木 構 造 工 学 特 論 穴 見 健 吾  

建 設 複 合 材 料 特 論 伊代田 岳 史  

建 築 動 的 解 析 特 論 土 方 勝一郎  

建 築 構 造 シ ス テ ム 開 発 特 論 小 澤 雄 樹  

先 端 マ ネ ジ メ ン ト 

工 学 

先 端 マ ネ ジ メ ン ト 工 学 特 別 研 究 

（研究指導） 

田 中 秀 穂  

中 村   潤  

平 田 貞 代  

建 設 事 業 マ ネ ジ メ ン ト 特 論 池 田 將 明  

知 的 資 産 経 営 特 論 田 中 秀 穂  

知 識 経 営 学 特 論   

イ ノ ベ ー シ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト 特 論 平 田 貞 代  

戦 略 経 営 特 論 中 村   潤   
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＜機能制御システム専攻＞研究指導分野･研究指導科目及び担当教員 

分   野 研 究 指 導 科 目 教 員 名 備   考 

通 信 機 能 
制 御 工 学 

通 信 機 能 制 御 工 学 特 別 研 究 
（研究指導） 

渡 部 英 二  

堀 口 常 雄  

新 津 善 弘  

相 場   亮  

高 橋 正 信  

齋 藤 敦 史  

三 好   匠  

吉 田 健 二  

中 井   豊  

上 岡 英 史  

広 瀬 数 秀  

神 澤 雄 智  

田 中 直 彦  

久保田 周 治  

田 中 愼 一  

武 藤 憲 司  

久保田 あ や  

森 野 博 章  

行 田 弘 一  

安 村 禎 明  

山 崎 憲 一  

井 上 雅 裕  

松 田 晴 英  

間 野 一 則  

横 田   壽  

堀 江 亮 太  

平 川   豊  

木 村   元  

ニコデムス レディアン  

回 路 と シ ス テ ム 理 論 特 論 渡 部 英 二  

無 線 通 信 工 学 特 論   

知 能 処 理 シ ス テ ム 特 論 相 場   亮  

セ ン シ ン グ ・ フ ォ ト ニ ク ス 特 論 堀 口 常 雄  

画 像 応 用 シ ス テ ム 特 論 高 橋 正 信  

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 設 計 特 論 新 津 善 弘  

情 報 通 信 工 学 特 論 三 好   匠  

機 能 制 御 工 学 特 論 齋 藤 敦 史  

宇 宙 情 報 解 析 特 論 吉 田 健 二  

組 込 み ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 設 計 特 論 井 上 雅 裕  

ソ フ ト ウ ェ ア シ ス テ ム 特 論 鈴 木 徹 也  

電 磁 波 工 学 特 論 広 瀬 数 秀  

非 線 形 解 析 特 論 神 澤 雄 智  

社 会 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 特 論 中 井   豊  

マ ル チ メ デ ィ ア 情 報 通 信 工 学 特 論 上 岡 英 史  

医 用 超 音 波 工 学 特 論 田 中 直 彦  

宇 宙 情 報 処 理 特 論 久保田 あ や  

情 報 通 信 デ ザ イ ン 特 論 間 野 一 則  

ワ イ ヤ レ ス 伝 送 工 学 特 論 久保田 周 治  

マ イ ク ロ 波 デ バ イ ス 工 学 特 論 田 中 愼 一  

波 動 情 報 工 学 特 論 武 藤 憲 司  

自 律 分 散 通 信 シ ス テ ム 特 論 森 野 博 章  

適 応 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 工 学 特 論 行 田 弘 一  

先 端 知 能 シ ス テ ム 工 学 特 論 安 村 禎 明  

先 端 プ ロ グ ラ ミ ン グ 特 論 山 崎 憲 一  

応 用 離 散 数 学 特 論 松 田 晴 英  

応 用 数 論 ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 横 田   壽  

生 体 通 信 工 学 特 論 堀 江 亮 太  

高 度 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 特 論 平 川   豊  

量 子 情 報 シ ス テ ム 特 論 木 村   元  

Advanced Electronic Circuits and Systems ニコデムス レディアン  
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分   野 研 究 指 導 科 目 教 員 名 備   考 

機 能 デ バ イ ス 
工 学 

機 能 デ バ イ ス 工 学 特 別 研 究 
（研究指導） 

堀 尾 和 重  

永 山 勝 久  

本 間 哲 哉  

六 車 仁 志  

小 池 義 和  

横 井 秀 樹  

山 口 正 樹  

弓 野 健太郎  

正 木 匡 彦  

上 野 和 良  

青 木 孝史朗  

石 川 博 康  

増 成 和 敏  

佐々木 昌 浩  

下 条 雅 幸  

古 屋   繁  

湯 本 敦 史  

石 﨑 貴 裕  

前 田 真 吾  

橋 田 規 子  

吉 武 良 治  

梁  元 碩  

  芹 澤   愛  

松 尾 繁 樹  

前 多   正  

超 高 速 デ バ イ ス 設 計 特 論 堀 尾 和 重  

機 能 半 導 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論 石 川 博 康  

機 能 デ バ イ ス 材 料 特 論 永 山 勝 久  

超 高 集 積 回 路 プ ロ セ ス 設 計 特 論 本 間 哲 哉  

ナ ノ 生 命 電 子 情 報 特 論 六 車 仁 志  

知 能 電 子 デ バ イ ス 特 論 山 口 正 樹  

マ イ ク ロ ア ク チ ュ エ ー タ 特 論 小 池 義 和  

集 積 光 デ バ イ ス 特 論 横 井 秀 樹  

材 料 加 工 学 特 論 青 木 孝史朗  

半 導 体 デ バ イ ス 材 料 特 論 弓 野 健太郎  

融 体 構 造 物 性 特 論 正 木 匡 彦  

ナ ノ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論 上 野 和 良  

プ ロ ダ ク ト 機 能 デ ザ イ ン 特 論 増 成 和 敏  

先 端 集 積 回 路 シ ス テ ム 特 論 佐々木 昌 浩  

ナ ノ 材 料 科 学 特 論 下 条 雅 幸  

製 品 機 能 計 画 特 論 古 屋   繁  

薄 膜 材 料 特 論 湯 本 敦 史  

材 料 プ ロ セ ス 工 学 特 論 石 﨑 貴 裕  

先 端 ソ フ ト マ テ リ ア ル 特 論 前 田 真 吾  

エ モ ー シ ョ ナ ル デ ザ イ ン 機 能 特 論 橋 田 規 子  

人 間 中 心 設 計 機 能 特 論 吉 武 良 治  

イ ン タ フ ェ ー ス デ ザ イ ン 機 能 特 論 梁  元 碩  

デ ザ イ ン 哲 学 機 能 特 論 櫻 木  新  

超 短 パ ル ス レ ー ザ 加 工 学 特 論 松 尾 繁 樹  

先 端 構 造 材 料 特 論 芹 澤   愛  

先 端 無 線 集 積 回 路 工 学 特 論 前 多   正  

シ ス テ ム 
制 御 工 学 

シ ス テ ム 制 御 工 学 特 別 研 究 
（研究指導） 

米 田 隆 志  

西 村   強  

大 倉 典 子  

川 上 幸 男  

宇佐美 公 良  

五十嵐 治 一  

陳   新 開  

山 本 紳一郎  

足 立 吉 隆  
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分   野 研 究 指 導 科 目 教 員 名 備   考 

シ ス テ ム 
制 御 工 学 

シ ス テ ム 制 御 工 学 特 別 研 究 
（研究指導） 

杉 本   徹  

高 見   弘  

松 浦 佐江子  

長谷川 浩 志  

長谷川 忠 大  

島 田   明  

春 日 伸 予  

安 齋 正 博  

佐 伯 暢 人  

戸 澤 幸 一  

伊 藤 和 寿  

赤 津   観  

内 村   裕  

木 村 昌 臣  

吉 見   卓  

福 田 浩 章  

安 藤 吉 伸  

細 矢 直 基  

松日楽 信 人  

武 藤 正 義  

小 山 友 介  

福 田 亜希子  

亀 子 正 喜  

翟   貴 生  

鈴 木 達 夫  

竹 内 慎 吾  

山 崎 敦 子  

石 渡 哲 哉  

米 村 俊 一  

菅 谷 みどり  

伊 東 敏 夫  

尾 崎 克 久  

長 澤 純 人  

澤  武 一  

山 澤 浩 司  

安孫子 聡 子  

中 島   毅  

野 田 夏 子  

廣 瀬 敏 也  

飯 塚 浩二郎  

ロ ボ テ ィ ク ス 特 論   

ラ イ フ サ ポ ー ト 工 学 特 論   

応 用 グ ラ フ 理 論 特 論 西 村   強  

応 用 数 理 シ ス テ ム 特 論 井戸川 知 之  

数 理 情 報 工 学 特 論 大 倉 典 子  

流 体 パ ワ ー シ ス テ ム 特 論 川 上 幸 男  

高 度 コ ン ピ ュ ー タ ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 宇佐美 公 良  

ア ド バン ス トエ ージ ェン ト シス テ ム特 論 五十嵐 治 一  

先 端 シ ス テ ム 制 御 特 論 陳   新 開  

パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論 高 見   弘  

生 体 機 能 工 学 特 論 山 本 紳一郎  

最 適 設 計 特 論 長谷川 浩 志  

体 性 感 覚 イ ン タ フ ェ イ ス 特 論 足 立 吉 隆  

知 能 デ ー タ 工 学 特 論 木 村 昌 臣  

表 面 デ ザ イ ン 特 論 戸 澤 幸 一  

非 線 形 シ ス テ ム 特 論 伊 藤 和 寿  

ア ド バ ン ス ト ・ モ ー タ ー ド ラ イ ブ 特 論 赤 津   観  

先 端 ソ フ ト ウ ェ ア 特 論 松 浦 佐江子  

シ ス テ ム 制 御 工 学 特 論 内 村   裕  

高 度 自 然 言 語 処 理 特 論 杉 本   徹  

エ ネ ル ギ ー 機 器 制 御 工 学 特 論 高 見   弘  
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分   野 研 究 指 導 科 目 教 員 名 備   考 

シ ス テ ム 
制 御 工 学 

高 度 モ ー シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 特 論 齋 藤   真  

アドバンスト・マイクロメカトロニクス特論 長谷川 忠 大  

先 端 制 御 特 論 島 田   明  

心 身 医 学 工 学 特 論 春 日 伸 予  

形 状 創 製 工 学 特 論 Ⅱ 安 齋 正 博  

動 的 設 計 論 佐 伯 暢 人  

アドバンストロボットタスク・システム特論 吉 見   卓  

分 散 ソ フ ト ウ ェ ア シ ス テ ム 特 論 福 田 浩 章  

自 律 移 動 ロ ボ ッ ト 特 論 安 藤 吉 伸  

機 械 振 動 音 響 工 学 特 論 細 矢 直 基  

先 端 知 能 機 械 シ ス テ ム 特 論 松日楽 信 人  

C S C W 特 論 米 村 俊 一  

社 会 数 理 解 析 特 論 武 藤 正 義  

理 論 経 済 学 特 論 小 山 友 介  

数 理 フ ァ イ ナ ン ス 特 論   

ホ モ ト ピ ー 論 特 論 亀 子 正 喜  

協 調 制 御 シ ス テ ム 特 論 翟   貴 生  

数 理 物 理 学 特 論 鈴 木 達 夫  

非 線 形 偏 微 分 方 程 式 特 論 竹 内 慎 吾  

ヒ ュ ー マ ン ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 特 論 山 崎 敦 子  

現 象 数 理 特 論 石 渡 哲 哉  

高 度 基 盤 シ ス テ ム 特 論 菅 谷 みどり  

知 的 運 転 支 援 シ ス テ ム 特 論 伊 東 敏 夫  

精 度 保 証 付 き 数 値 計 算 特 論 尾 崎 克 久  

応 用 マ イ ク ロ マ シ ン 工 学 特 論 長 澤 純 人  

精 密 プ ロ セ ス デ ザ イ ン 特 論 澤  武 一  

複 素 偏 微 分 方 程 式 特 論 山 澤 浩 司  

航 空 宇 宙 ロ ボ テ ィ ク ス 特 論 安孫子 聡 子  

高 度 実 証 的 ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 特 論 中 島   毅  

先 端 ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 特 論 野 田 夏 子   

応 用 ロ ボ テ ィ ク ス 特 論 飯 塚 浩二郎  

応 用 数 値 解 析 特 論 福 田 亜希子  

先 端 ヒ ュ ー マ ン マ シ ン シ ス テ ム 特 論 廣 瀬 敏 也  

生 命 機 能 
制 御 工 学 

生 命 機 能 制 御 工 学 特 別 研 究 
（研究指導） 

吉 見 靖 男  

濱 崎 啓 太  

柴 田 政 廣  

花 房 昭 彦  

山 本 創 太  

岩 田 健 一  

越阪部 奈緒美  

福 井 浩 二  

布 施 博 之  

須 原 義 智  

新 海   正  

渡 邉 宣 夫  

加 納 慎一郎  

吉 村 建二郎  

二 井 信 行  

赤 木 亮 太  

生 体 情 報 工 学 特 論 吉 見 靖 男  

現 代 ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー 特 論 濱 崎 啓 太  

微 小 循 環 特 論 柴 田 政 廣  

福 祉 人 間 機 能 工 学 特 論 花 房 昭 彦  

生 体 損 傷 工 学 特 論 山 本 創 太  

タ ン パ ク 質 工 学 特 論 岩 田 健 一  

食 品 機 能 因 子 特 論 越阪部 奈緒美  
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分   野 研 究 指 導 科 目 教 員 名 備   考 

生 命 機 能 
制 御 工 学 

神 経 科 学 特 論 福 井 浩 二  

生 態 系 工 学 特 論 布 施 博 之  

創 薬 研 究 特 論 須 原 義 智  

バ イ オ 理 工 学 特 論 渡 邉 宣 夫  

環 境 と 老 化 新 海   正  

神 経 工 学 特 論 加 納 慎一郎  

分 子 生 理 制 御 シ ス テ ム 特 論 吉 村 建二郎  

バ イ オ メ カ ニ ク ス 特 論 赤 木 亮 太  

応 用 細 胞 デ バ イ ス 特 論 二 井 信 行  
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